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8
月
23
・
24
日
、
肥
後
三
大
夏

祭
り
の
ひ
と
つ
「
う
と
地
蔵
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
市
街
地
一
帯

は
子
ど
も
た
ち
が
た
た
く
鉦
の
音

が
響
き
渡
り
、
多
数
の
露
店
が
立

ち
並
ぶ
中
、
市
内
外
か
ら
約
9
万

人
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

う
と
地
蔵
ま
つ
り
の
歴
史
は
古

く
、
3
6
0
年
以
上
前
に
始
ま
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
23
日
に
は
、

造
り
物
、
写
真
や
絵
画
、
木
目
込

人
形
、
陶
芸
な
ど
の
展
示
、
円
応

寺
地
獄
極
楽
絵
図
の
開
帳
な
ど
で

ス
タ
ー
ト
。
竹
あ
か
り
と
お
地
蔵

さ
ん
工
房
で
彫
ら
れ
た
お
地
蔵
さ

ん
2
0
0
体
を
一
堂
に
集
め
た
船

場
川
界
隈
の
「
お
地
蔵
さ
ん
横

丁
」
で
は
、
前
掛
け
に
願
い
を
書

い
て
お
地
蔵
さ
ん
に
取
り
付
け
る

「
願
掛
け
地
蔵
」
を
企
画
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
宇
土
市
民
吹
奏
楽

団
や
自
衛
隊
音
楽
隊
の
演
奏
で
訪

れ
た
観
客
を
魅
了
し
た
ほ
か
、
う

と
ん

行
長
し
ゃ
ん
も
熊
本
市
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ひ
ご
ま
る

と
い
っ
し
ょ
に
ダ
ン
ス
を
披
露
す

る
な
ど
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
約
3
0
0
0
発
の
花
火
が

夏
の
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
し

た
。

　

翌
24
日
は
、
台
風
の
た
め
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
午
後
1
時
ま
で
展
示

さ
れ
た
造
り
物
に
は
多
く
の
見
物

客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

う
と
地
蔵
ま
つ
り

【
一
般
の
部
】

賞　　
名

作　

品　

名

出
品
団
体
名

ダイヤモンド賞
熊日ダイヤモンド賞

コ
ロ
ン
ブ
ス
サ
ン
タ
マ
リ

ア
号

本
町
4
丁
目

金賞・
熊日金賞

龍
と
鷲

城
之
浦
1
区

ナ
イ
ル　

大
ワ
ニ

本
町
4
丁
目

ア
マ
ゾ
ン
の
生
き
物

城
之
浦
1
区

銀賞・
熊日銀賞

平
和
を
願
っ
て

城
之
浦
1
区

百
周
年
記
念　

東
京
駅

本
町
3
丁
目

親
子
鷹

本
町
3
丁
目

日
光
東
照
宮　

陽
明
門

本
町
2
丁
目

浦
島
太
郎

城
之
浦
1
区

銅賞

紅
ク
ジ
ャ
ク
青
ク
ジ
ャ
ク
本
町
4
丁
目

つ
る
の
ダ
ン
ス

城
之
浦
2
区

妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ

本
町
1
丁
目

王
様
と
私

本
町
2
丁
目

恐
竜　

テ
ィ
ラ
ノ
ザ
ウ
ル
ス

本
町
3
丁
目

秋
篠
宮
ご
夫
妻　

轟
水
源
に
来
宇

新
町
1
丁
目

祝
・
復
活
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
in
宇
土

本
町
2
丁
目

が
ん
ば
れ
日
本
人
力
士
！

宇
土
出
身　

不
知
火
諾
右
衛
門

本
町
5
丁
目

三
角
西
港
世
界
遺
産

住
吉
海
岸
か
ら
祝
福

新
町
1
丁
目

幻
の
新
国
立
競
技
場

本
町
1
丁
目

佳作

パ
ン
だ
？
（
宇
宇
・
土
土
）
本
町
2
丁
目

ヤ
モ
リ

城
之
浦
1
区

ム
ー
ミ
ン

本
町
1
丁
目

ワ
ニ
と
争
う
人
々

本
町
1
丁
目

ミ
リ
オ
ン
ズ

城
之
浦
1
区

友
鶴

新
町
1
丁
目

殺
せ
ん
せ
ー

城
之
浦
1
区

う
と
ん
行
長
し
ゃ
ん

本
町
1
丁
目

妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ

本
町
5
丁
目

く
ま
も
ん

本
町
1
丁
目

技能賞

親
子
鷹

本
町
3
丁
目

百
周
年
記
念　

東
京
駅

本
町
3
丁
目

平
和
を
願
っ
て

城
之
浦
1
区

アイデア賞

百
周
年
記
念　

東
京
駅

本
町
3
丁
目

平
和
を
願
っ
て

城
之
浦
1
区

親
子
鷹

本
町
3
丁
目

3
6
0
年
以
上
も
前
か
ら
続
く
伝
統
の
夏
祭
り

2015

造
り
物
審
査
結
果
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【
子
ど
も
の
部
】

賞
名

作　

品　

名

出
品
団
体
名

一
席

未
来
く
ん

〜
ロ
ボ
ッ
ト
達
の
夢
の
広
場
〜

宇
土
東
保
育
園

二
席

轟
水
源
『
大
切
に
し
た
い
。

自
然
と
小
さ
な
生
き
物
た
ち
』
ひ
か
り
保
育
園

海
の
世
界

網
津
保
育
園

三
席

肥
後
国
ラ
ン
ド

肥
後
学
童
ク
ラ
ブ

み
ん
な
き
な
っ
せ
！
う
と
ん
町
五
色
山
学
童
ク
ラ
ブ

宇
宙

肥
後
っ
こ
保
育
園

【
協
賛
各
賞
】

（
一
般
の
部
）

宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
…
…
…
…
…
…
8
点

宇
土
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
…
…
…
…
…
…
4
点

宇
土
市
商
店
会
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7
点

宇
城
青
年
会
議
所
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
点

宇
土
市
飲
食
業
組
合
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
6
点

宇
土
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
2
点

（
子
ど
も
の
部
）

宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
…
…
…
…
…
…
5
点

宇
土
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
…
…
…
…
…
…
4
点

宇
土
市
商
店
会
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
点

パ
ス
カ
ワ
ー
ル
ド
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
点

う
と
ん
行
長
し
ゃ
ん
賞
…
…
…
…
…
…
…
… 

1
点

各
賞
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
３
２
６
）

地蔵まつりの総仕上げ

　8月24日の朝から鶴城中の
生徒が、本町通りや市役所通
り、鶴城中周辺にかけて、地
蔵まつりのごみを片付けるボ
ランティア清掃を行いました。
ジュースのカップやストロー、
割り箸、ペットボトルなどた
くさんのごみが集まり、生徒
たちのおかげで元のきれいな
街に戻りました。
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8
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、

「
宇
土
市
地
蔵
ま
つ
り
少
年
野
球

九
州
大
会
」（
宇
土
市
軟
式
野
球

連
盟
主
催
、
堀
内
千
秋
会
長
）
が

市
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
立
岡

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
開
催
さ

れ
、
熊
本
・
福
岡
・
大
分
・
佐

賀
・
鹿
児
島
・
宮
崎
・
山
口
・
沖

縄
の
各
県
か
ら
41
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
青
少
年
の
心
身
鍛

錬
と
健
全
育
成
お
よ
び
少
年
野
球

の
技
術
向
上
と
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

24
回
目
。

　

22
日
の
開
会
式
は
、
選
手
を
は

じ
め
監
督
や
保
護
者
ら
約
3
0
0

0
人
が
一
堂
に
集
い
、
立
岡
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
連
盟
の
堀
内
会
長
が
「
年
々
、

盛
大
に
開
催
で
き
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
け
が
を
し
な
い
よ

う
に
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
を
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
元
松

茂
樹
市
長
は
「
夏
休
み
最
後
の
大

会
を
良
い
思
い
出
に
し
て
く
だ
さ

い
。
一
人
で
も
多
く
の
人
が
甲
子

園
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
。
走
潟

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
田
代
晨
晃
く

ん
が
、
力
強
く
選
手
宣
誓
し
開
幕

し
ま
し
た
。

　

宇
土
市
か
ら
は
「
宇
土
リ
ト
ル

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」「
宇
土
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
」「
網
津
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
」「
宇
土
イ
ー
ス
タ
ー
ズ
」

「
走
潟
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
」
の
5

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
九
州
各
県
の

強
豪
チ
ー
ム
と
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
全
力
で

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

優
勝　

不
知
火
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
（
宇
城
市
）

2
位　

嘉
島
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　
　
　
（
嘉
島
町
）

3
位　

天
明
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

　
　
　
（
熊
本
市
）

3
位　

兼
城
パ
イ
レ
ー
ツ

　
　
　
（
沖
縄
県
糸
満
市
）

地蔵まつり協賛スポーツ大会

力強い選手宣誓

表彰式の様子

堂々とした入場行進

第
24
回
宇
土
市
地
蔵
ま
つ
り
少
年
野
球
九
州
大
会

プ
ロ
と
い
う

　
　
　

大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
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地蔵まつり協賛スポーツ大会
▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

【
男
子
の
部
】
堀
・
尾
池
（
山
鹿

ク
ラ
ブ
・
T
O
D
）【
女
子
の
部
】

長
田
・
芝
田
（
松
山
星
雲
学
園
・

福
岡
大
学
）

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

【
団
体
A
ラ
ン
ク
】
田
中
工
務
店

【
団
体
B
ラ
ン
ク
】
鏡
ク
ラ
ブ

【
団
体
C
ラ
ン
ク
】
高
田
ク
ラ
ブ

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

花
園
地
区

▽
サ
ッ
カ
ー　

【
中
学
生
の
部
】
力
合
中

【
小
学
1
年
生
の
部
】
う
と
S
C

ジ
ェ
ニ
オ
【
小
学
2
年
生
の
部
】

う
と
S
C
U
8
【
小
学
3
年
生

の
部
】
う
と
S
C
カ
イ
ザ
ー

【
小
学
4
年
生
の
部
】
宇
土
東

F
C
4
年
【
小
学
5
年
生
の
部
】

サ
ウ
タ
ー
ル
U
11
K
O
S
H
O

【
小
学
6
年
生
の
部
】
サ
ウ
タ
ー

ル
U
12

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ　

宮
崎
行
孝

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

【
男
子
の
部
】
田
中
盛
夫
（
宇
土
）

【
女
子
の
部
】那
須
ミ
ヨ
シ（
花
園
）

▽
弓
道　

【
学
生
の
部
】
第
一
A
【
一
般
の

部
】
混
成
チ
ー
ム
（
福
岡
）【
個

人
戦
学
生
の
部
】
有
隅
遼
太
郎

（
第
二
高
校
）【
個
人
戦
一
般
の

部
】
鎌
田
拓
磨
（
や
な
っ
ぺ
・
出
水
）

▽
卓
球　

【
小
学
男
子
】
久
冨
絢
士
（
ヒ
ゴ

鏡
卓
球
ク
ラ
ブ
）【
小
学
女
子
】

久
冨
瑠
夏
（
ヒ
ゴ
鏡
卓
球
ク
ラ

ブ
）【
中
学
男
子
】
寺
本
幸
生

（
東
熊
本
ジ
ュ
ニ
ア
）【
中
学
女

子
】
上
野
実
成
（
八
代
三
中
）

【
中
学
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】
寺
本
幸

生
・
久
冨
純
聖
（
東
熊
本
ジ
ュ
ニ

ア
・
ヒ
ゴ
鏡
卓
球
ク
ラ
ブ
）【
中

学
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】
柴
田
優
依
・

吉
永
理
乃
（
鏡
中
）

▽
剣
道　

【
小
学
生
の
部
】
承
道
館
A

【
中
学
生
の
部
】
西
山
中

▽
テ
ニ
ス　

【
A
ク
ラ
ス
】
中
島
・
中
島
（
宇

城
市
テ
ニ
ス
協
会
）【
B
ク
ラ
ス
】

林
・
趙
（
ア
ル
フ
ァ
T
C
）【
C
ク

ラ
ス
】
林
田・小
原
（
Y
A
M
A
H
A　

T
C
・
V
I
C
T
O
R
Y
）

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

【
中
学
女
子
の
部
A
パ
ー
ト
】
砥

用
中
【
中
学
女
子
の
部
B
パ
ー

ト
】
鶴
城
中
A
【
小
学
6
年
生

の
部
】
宇
城
ス
マ
イ
リ
ー
【
小
学

5
年
生
の
部
】
宇
城
ス
マ
イ
リ
ー

【
小
学
4
年
生
の
部
】
砥
用
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス

▽
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【
男
子
の
部
】
マ
ッ
ス
ル
ズ

【
女
子
の
部
】
住
吉
Ｍ
Ｂ
Ｃ

▽
柔
道　

【
小
学
生
の
部
3
人
抜
き
】

【
幼
児
】
村
上
光
輝
（
秀
光
塾
）、

本
田
湧
星
（
菊
誠
館
）【
1
年
】

村
上
晃
誠
（
小
川
）、
田
口
愛
翔

（
講
明
塾
）、
藤
田
龍
貴
（
小
川
）

【
2
年
】
村
上
拓
光
（
秀
光
塾
）、

宮
﨑
護
大
（
文
政
）、
浅
川
恵
辰

（
一
心
館
）、
中
川
心
（
小
川
）、

高
橋
南
乃
（
講
明
塾
）【
3
年
】

天
川
泰
典
（
秀
光
塾
）、
篠
田
尭

宗
（
創
心
館
）、
小
田
貴
仁
（
菊

誠
館
）、
伊
佐
魁
馬
（
豊
心
館
）、

江
原
巧
成
（
文
政
）【
4
年
】
林

昇
衛
（
創
心
館
）、
戸
田
勇
帆

（
一
心
館
）【
5
年
】
田
方
夢
羅

（
文
政
）、
渡
邉
柔
斗
（
菊
誠
館
）、

大
江
田
美
紅
（
文
政
）【
6
年
】

山
本
美
奈
（
秀
光
塾
）、
霍
本
夕

佳
（
創
心
館
）、
霍
本
丈
雄
（
創

心
館
）

【
中
学
生
の
部
団
体
男
子
】
天
明

中
【
中
学
男
子

－

55
㎏
】
上
村
憲

央
（
天
明
）【
中
学
女
子

－

55
㎏
】

馬
場
希
佳
（
天
明
）【
中
学
男
子

－

65
㎏
】
福
永
紘
大
（
天
明
）

【
中
学
女
子
＋
55
㎏
】
浜
田
郁

（
一
心
館
）【
中
学
男
子
＋
65
㎏
】

西
田
壮
汰
（
天
明
）

▽
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
　

【
20
m
W
R
C
キ
ャ
デ
ッ
ト
】
赤

山
美
鈴
（
走
潟
小
）【
20
m
W
C

P
キ
ャ
デ
ッ
ト
】
藤
田
叶
夢
（
網

津
小
）【
30
m
W
R
C
少
年
男
子
】

岩
下
大
樹
（
第
二
高
校
）

【
30
m
W
R
C
少
年
女
子
】
畑
中

彩
伽
（
八
代
清
流
高
校
）【
50
・

30
m
R
C
少
年
男
子
】
甲
斐
聡

利
（
第
二
高
校
）

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

【
第
1
コ
ー
ト
】
沼
里
チ
ー
ム

【
第
2
コ
ー
ト
】
浦
津
チ
ー
ム

【
第
3
コ
ー
ト
】
山
村
チ
ー
ム

【
第
4
コ
ー
ト
】
福
田
チ
ー
ム

※
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
一
部
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
、
次
号
以
降
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

2015地蔵まつり協賛スポーツ大会

　8月から9月にかけて19種目のスポーツ競技が行われ、約

5,000人もの参加者を集め賑わいます。各種目の結果は次

のとおりです。

優勝者のみ。順不同　敬称略

ソフトテニス バレーボール
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総務省統計局・熊本県・宇土市からのお知らせです
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　10月1日現在で、全国いっせいに国勢調査を実施します。今回の調査は、パソコン、タブレット、スマートフォ
ンからも回答できます！ 

広報うと8月号ではセンサスくんとみらいちゃんに国勢調査について詳しく教えてもらったけど、いよいよ調
査が始まるね！

9月10日～20日がオンライン調査、10月1日～7日が紙の調査票での回答期間だよ！オンラインで回答すれば、
調査は完了！オンライン回答の無かった世帯は改めて調査員がお伺いしますので、調査票での回答をお願い

します。今回はオンライン調査や、調査票での回答の仕方を紹介するね！

国勢調査

　オンライン回答がなかった世帯には、9月26日（土）から調査員が訪問して調査票を配ります。「調査票の記入のしかた」
も配布しますので、参考に記入してください。

調査票は必ず黒の鉛筆で記入してね。もしお家にない場合は、調査員に言えば貸してもらえるよ。調査票は当てはま

るところの を塗りつぶすのがほとんどだから、心配ないよ！数字などを記入するところは、わかりやすく記入
してね！
　調査票は10月1日（木）～7日（水）に回収に伺います。調査票は郵送提出用封筒で提出することも可能です。

調査票回答期間：10月1日～10月7日

回答のポイント

●調査の対象
　お住まいの世帯に、ふだん住んでいる人が対象です。住民票などの届出に関係なく10月1日（木）現在、すでに3カ月以上
住んでいる人、または、3カ月以上住むことになっている人です。
●勤め先・業主などの名称（13欄）
　2つ以上の事務所・工場・店などで仕事をしている人は、主に仕事をしている事業所の名称を書きます。派遣社員は、派
遣先の事業所の名称を書きます。

事業所は、支社・支店・営業所などの名称まで書いてね！

●事業の内容（13欄）
　主な製品・商品やサービスの種類、製造か修理かの別、卸売か小売かの別がわかるように、書いてください。
　記入例）○○の製造小売、銀行窓口業務、木造住宅建築請負、クリーニング取次店、ビル清掃業など 
●本人の仕事内容（14欄）
　仕事の内容を表す職名がある場合は、たとえば「教諭」、「保育士」、「看護師」、「消防士」などその職名を書きます。“事
務”の場合は、事務の内容がわかるように書いてください。
　記入例）○○調達の会計事務、中学校教科の学習指導、○○の営業、○○の研究員

実際にどのような仕事をしているかがわかるように詳しく書いてね！

　日本とはどういう国か、宇土市とはどういう市か―。未来のことを考えるときには、現在を知る必要があります。皆さん
が記入することでこの国の自画像ができるのです。
　「1人くらい…」ではなく「まずは1人から」。10月1日は国勢調査の日。未来の日本を映し出すため、みんなで参加しま
しょう。

問合せ先　まちづくり推進課情報支援係☎㉒1111（内線2206・2207）

オンライン回答期間：9月10日～9月20日

オンライン回答は、期間中、いつでも好きな時間に回答できます。不正なアクセスなどの監視を24時間行い、回答
データは厳重に守られるので、安心して回答してね！ウェブブラウザのインターネットアドレス欄に http://www.

e-kokusei.go.jp/ を入力してアクセスしてね。スマートフォンは、ＱＲコードを読み取って簡単にログインできるよ。

国勢調査オンラインへのログイン
　9月10日から世帯に配布する「インターネット回答の利用案内」
の中に入っている『インターネット回答の利用者情報』に記載さ
れている「調査対象者ＩＤ」と「初期パスワード」を半角で入力
し、「ログイン」ボタンを押してください。
　ログイン後は、画面に表示される案内に沿って、10月1日（木）
現在の状況を入力してください。回答データ送信後に世帯員の異
動など回答内容に変更があった場合は、国勢調査オンラインに再
ログインし、修正してください。

オンライン回答すれば、そこで調査は完了！紙の調査票を記入する必要がありません。いつでもどこでも、便利に回
答できるオンライン回答をぜひご利用ください！回答期間は9月20日（日）までです。

〈パソコン入力画面〉 〈スマートフォン入力画面〉
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マイナンバー通信

マイナンバー通信 第3回
マイナちゃん＆ニャンコちゃんの

１ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
方
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ
た

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

２ 

通
知
カ
ー
ド
送
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
個
人
番
号
付
番　
　
　
　

10
月
5
日
（
月
）

②
通
知
カ
ー
ド
発
送
開
始　

10
月
14
日
（
水
）

※
10
月
中
旬
〜
11
月
下
旬
ま
で
に
皆
さ
ん
に
配

達
さ
れ
る
予
定
で
す
。

３ 

送
付
方
法
・
単
位

【
送
付
方
法
】
…
簡
易
書
留

【
送
付
単
位
】
…
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
送
付

　
　
　
　
　
　
 
（
1
通
で
最
大
8
人
ま
で
）

４ 

同
封
物

①
宛
名
台
紙
（
問
合
せ
先
記
載
あ
り
）

②
通
知
カ
ー
ド

③
説
明
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
8
ペ
ー
ジ
3
つ
折

り
）

④
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
書
の
返
信
用
封
筒

10
月
5
日
以
降

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

が
始
ま
り
ま
す

通
知
カ
ー
ド
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

再
交
付
に
は
「
手
数
料
５
０
０
円
」
が
必
要

で
す
。

ま
た
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

（裏） （表）

通
知
カ
ー
ド

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

通知カードイメージ

問合せ先　市民課市民係☎㉒1111（内線2161）
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マイナンバー通信

平
成
28
年
1
月
か
ら

社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
行
政
手
続
き
で

「
通
知
カ
ー
ド
の
提
示
」

が
必
要
に
な
り
ま
す

例
え
ば
次
の
よ
う
な
場
面
で
必
要
に
な
り
ま
す
。

やむを得ない理由により住民票の住所地で

通知カードを受け取ることが出来ない人は居所情報登録申請を

9月25日（金）まで（必着）
に住民票のある住所地の市区町村に持参または郵送してください。

【全国共通ナビダイヤル】午前9時30分～午後5時30分（土日祝日・年末年始を除く）

※10月から平成28年3月までの半年間は平日の開設時間を午後8時まで延長。

　また年末年始を除く土日祝日も午後5時30分まで開設されます。

※一部 IP 電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、☎050（3816）9405

※ナビダイヤルは通話料がかかります。

※外国語対応（英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語）は☎0570（20）0291

問合せ先　市民課市民係☎㉒1111（内線2161）

締切

迫る

コールセンター　　　　　　　　　 マ　イ　ナン バー

０５７０（２０）０１７８
マイナンバー
の問い合せは

市
役
所

児
童
手
当
の
申
請
の
と
き
に
市
の
窓
口
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
し
ま
す
。

勤
務
先

源
泉
徴
収
票
な
ど
に
記
載
す
る
た
め
勤
務
先

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
示
し
ま
す
。通知カード

税
務
署

確
定
申
告
の
と
き
に
税
務
署
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
提
示
し
ま
す
。

通知カード

通知カード

　広報うと8月号の P18「通知カードの送付先を変更する場合はご連絡ください」で、申請期間を
「9月24日・25日」と掲載しましたが、正しくは「8月24日～9月25日」でした。お詫びして訂正いた
します。

お詫びと訂正

※個人番号カードの申請方法は、広報うと10月号でお知らせします。
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空き家バンク

宇土市空き家バンク制度スタート

※平成27年度は、モデル的に網田地区のみ募集します。
　網田地区以外は、順次拡大していく予定です。

空き家バンクとは？
空き家等を所有する人と空き家等の利用を希望する人（Ｕ・I ターン者など）に「空き家バンク」に登録
していただき、市がその情報を双方に提供する制度です。

空き家バンクの良いところ
□宇土市に移住や定住を希望している人に情報提供ができ、借り手、買い手が見つかりやすい。
□交渉・契約のときは、取引の専門家である宅地建物取引業者が間に入るから「安心」

空き家をそのまま放置しておくと・・・
□適切に維持管理しないと湿気がこもって、人が住んでいる時より早く劣化が進みます。
□景観が悪くなるだけではなく、地域の安全な生活を脅かす状況になることも考えられます。

※空き家バンクに登録するには、一定の要件があります。

まずは「まちづくり推進課」までご相談ください。

問合せ先　まちづくり推進課市民活動支援係☎㉒1111（内線2321・2329）
　　　　　メール　machi01@city.uto.lg.jp

■制度の主な流れ■

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

空き家・空き地
所有者

宇土市
空き家バンク

利用
希望者

宅地建物取引業者

交渉・契約
（物件確認） （物件確認）

登　録

現地調査 情報提供

登　録

連携

登録してみませんか？
空き家バンクに
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環境シリーズ

環境 シリーズ vol.6

スプレー缶は穴を開けて資源ごみに出しましょう
　内容物の残ったスプレー缶を燃えないごみに出したために起きた、爆発によるごみ収集車の火災事故が毎年数件
発生しています。
　スプレー缶やカセットボンベは、火の気のない風通しのよい屋外で、
必ず使い切った後、穴を開けてください。
　これは、スプレー缶に内容物が残った状態で、缶に穴を開けると、
周囲の火種により引火する危険性があるためです。
　どうしても缶の内容物をカラにすることができない場合や穴あけに
不安がある場合は、商品に記載されているお客様相談室や販売元、環
境交通課にご相談ください。
　穴あけ後は、資源ごみの日か、燃えないごみ置き場にあるスプレー
缶専用コンテナ（青色）に出してください。

ご注意ください。こんな行為は危険です !!

・スプレー缶を捨てるため、室内でスプレー缶に残っていた内容物を使い切った（穴を開けた）。
→ガスは、空気よりも重いので、室内では、たとえ窓を開けていてもガスがたまって、周囲に火種があると引
火・爆発する危険性があります。

・スプレー缶に穴を開けるとき、金づちとくぎを使って開けた。
→金づちとくぎを使って開けると、火花がでて、周囲の火種で引火する危険性があります。ホームセンターなど
に売ってある専用の穴あけ道具を利用してください。

・スプレー缶に内容物が残っていたが、そのまま缶に穴を開けた。
→内容物が残ったまま、缶に穴を開けると、穴から内容物が勢いよく噴き出しますので、必ず使い切ってから穴
を開けてください。

◆事業用ごみ袋の販売場所が変わります◆
　　これまで、宇土清掃センターと環境交通課で販売をしていた事業用ごみ袋は、10月から宇土市指定ごみ袋等取
扱店での販売に変わります。
　　これに伴い、袋の形状は家庭用燃えるごみ袋の大と同じものに変わり、販売方法が50枚 /5,000円から10枚 /1,000
円に変わります。
　　これまでに購入した事業用ごみ袋は、これまで同様に使用することができます。

事業用ごみの排出
　商店、飲食店、小売店、農業、寺社などあらゆる事業活動から出るごみは、法律により事業者の責任で適正
に処理する必要があります。
　そのため、事業所から出るごみは、処理施設に直接持ち込むか、市が許可した収集業者に処理を依頼してく
ださい。ただし、事業系ごみのうち、燃えるごみは、事業用ごみ袋に入れ、嘱託員の了承のもと、地区のごみ
置き場に出すことができます。

◆宇土清掃センター等へ直接持ち込んだ場合のごみ処理手数料が変わります◆
　ごみを宇土清掃センター等へ直接持ち込んだときのごみ処理手数料が10月1日から改定されます。

（改定前）
≪一般家庭ごみ≫
・10kg あたり100円
≪事業系ごみ≫
・10kg あたり200円

（改定後）
≪一般家庭ごみ≫
・10kg あたり150円
≪事業系ごみ≫
・10kg あたり150円

問合せ先　環境交通課環境交通係☎㉒1111（内線2821）

火の気のない風通しのよ
い屋外で使い切り、穴を
開けてから捨てる！
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タウントピックス

将来の宇土市を背負って立つ
子ども議会　開催

　8月7日、市議会本会議場で「子ども議会」が開催されました。
これは、小・中学校の代表者が、身近な問題から自分たちが暮
らす地域の諸問題や将来のまちづくりについて、質問や意見を
発表し、模擬市議会を体験するとともに、市としても子どもた
ちから出された提案や要望などを、今後の市政運営に活用する
ために開催したもので、今年で8回目。
　この日は、市内小・中学校の代表児童・生徒11人が、子ども
議員として登壇。子どもの自由な発想や視点からとらえた意見
や提案を、本物の議員顔負けに質問し、市長や執行部が丁寧に
答弁しました。子ども議員として参加した児童・生徒は次のと
おりです。 （敬称略）
井本恵斗（宇土小）、吉田朝陽（花園小）、宇都宮天徳（走潟
小）、鳥井雄斗（緑川小）、坂本ひより（網津小）、満﨑蒼斗
（網田小）、園田和希（宇土東小）、岩﨑唯人（鶴城中）、吉村仁
志（住吉中）、大原永遠（網田中）、北村小春（宇土中）

ハキハキと堂々とした態度で質問

小西行長の魅力を再検証
「よみがえる小西行長公講演会」・第9弾を開催

　7月11日、市民会館で「よみがえる小西行長公講演会」が開催さ
れました。今回は、第1部で「キリシタン大名高山右近を考える―
その信仰と歴史的評価―」と題し、高槻市立しろあと歴史館の中西
裕樹さんが講演し、第2部では「小西行長 VS高山右近　真のキリ
シタン大名は俺だ！」と題し小西行長に詳しい鳥津亮二さんと高山
右近に詳しい中西裕樹さんがトークセッションを行いました。
　当日は雨にもかかわらず、約200人の来場者があり、会場は超満
員。会議室に入れない人は別室でモニター聴講を行うほどの盛況ぶ
りでした。
　同じ「キリシタン大名」といわれながらも、信仰を貫き大名とい
う地位を捨てた高山右近と信仰は続けながらも秀吉のもとで重用さ
れた小西行長の生き方について、両講師が興味深いエピソードを交
えて対談。来場者から時折笑いを誘うほど盛り上がりました。 会場は超満員

環境、資源の大切さを実感
網田中生徒が環境学習

　8月21日、網田中学校（三浦克洋校長）の生徒4人が網田川の
水質調査などの体験学習を通して川について学びました。これ
は、水質をはじめ騒音や振動などの環境測定を主に扱うニチ
ゴー九州㈱環境分析部（北段原町）が子どもたちに体験から環
境問題に意識を持ってもらい、地域社会の環境保護に貢献しよ
うと、毎年実施しているものです。
　生徒らは網田川の上流、中流、下流の3地点で測定用の試薬
や器具を使い水質や透明度などを測定。その後、同センターに
移動し、採取した3地点の水の科学的な分析なども行い、網田
川を通して自然環境への理解を深める1日を過ごしました。

網田川下流で採水

参加者の皆さん
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Town Topics

夏休み！わくわく体験
「うと寺子屋」を開催
　8月6日～8日、門内町の武家屋敷「旧高月邸」で子どもたち
の文化的関心を高めようと「うと寺子屋」を開催しました。
　体験プログラムは、轟泉水道ガンゼキづくりや七島ゾウリづ
くりなど全6コース。6日午後に行われた、馬門石を使ったお地
蔵さんづくりと縄文時代から古墳時代にかけて装身具として好
んで身につけられた勾玉づくりでは、児童や保護者約30人が挑
戦しました。
　勾玉づくりの参加者は「角ばった石を丸みが出るように削る
のが難しかったけど、紐を通して完成したときは嬉しかった」
と笑顔で話しました。

勾玉づくりの説明を真剣に聞いています

宇土の夏は太鼓で燃える！
第30回宇土大太鼓フェスティバル

　8月1日、市民会館で第30回宇土市民夏まつり「宇土大太鼓
フェスティバル」が行われ、市内外から大勢の観客が訪れまし
た。昭和61年に始まり、30回目を迎える今年は、市民会館で開
催されました。
　同フェスティバルは、大太鼓の復興と伝承を目的に市内各地
の太鼓団体で組織する実行委員会（坂口知久委員長）が毎年8
月第1土曜日に行っているものです。
　開演すると保育園児や県内高校和太鼓部、太鼓教室受講者、
各地区保存会、宇土天響太鼓（保存会青年部）などによる演奏
や踊りが披露され、出場者は勇壮で華麗なバチさばきで太鼓を
打ち込み、観客を魅了しました。
　また、今回は福岡を拠点として活動する「OTO.GATARI」
の演奏もあり、観客からは大声援が送られました。エンディン
グは、宇土雨乞い大太鼓の総打ち。出演団体の代表者らが紅白
の餅を会場で配り、夏の夜の祭典は幕を閉じました。

太鼓と踊りの競演

久しぶりに参加した網田地区（引の花・上床・寺登）

遊びを通して英語に親しもう！
イングリッシュ・サマー・デイキャンプ

　8月21日、県立豊野少年自然の家でイングリッシュ・サマー・
デイキャンプが行われました。これは、市教育委員会が主催す
るもので、多くの英語活動を通して、将来を担う子どもたちに、
生きた英語に身近に触れ、親しんでもらい、興味をもってもら
うことを目的として開催するものです。
　参加した市内小学生35人は、5人の ALT（外国語指導助手）
といっしょに、アメリカなどで子どもがよく遊ぶゲームなどの
英語版の体験や記念品づくりをとおして、多くの英語に触れ合
いました。
　参加者は、「創作活動（テラリウム＝ミニガーデンづくり）
や多くのゲームをして楽しかった。また行きたいと思った」
「初めてテラリウムづくりを体験した。とても楽しかった。ま
た、英語を使った活動ができてよかった。今後もいかしていき
たい」などと語り、楽しい夏休みの思い出をつくりました。

参加者全員で記念撮影
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タウントピックス

地域防災のために
小型動力ポンプ付積載車配車式

　8月22日、市役所玄関前で小型ポンプ付積
載車の配車式が行われ、山本章博消防団長は
じめ第4分団第4班（緑川地区）と第5分団第4
班（網津地区）の消防団員ら約30人が出席し
ました。
　式では、元松茂樹市長が「一日も早く取り
扱いに慣れていただき、地域の安心・安全に
努めていただきますようお願いします」とあ
いさつ。続いて、第4分団と第5分団を代表し
て第5分団の迫田一精分団長がお礼を述べま
した。

第5分団第4班の
皆さん

自分の思いを伝えたい
少年の主張大会

　8月4日、花園コミュニティセンターで「少年の主張」大会
が行われ、市内小中学校代表の11人が自身の生活体験をもと
にした思いや考えを堂々と発表しました。
　これは、市教育委員会と青少年育成市民会議が宇城地区保
護司会宇土支部の共催を得て毎年行っているもので、元松茂
樹市長や各学校長をはじめ多くの観客が詰めかけました。発
表では、子どもながらの視点に立った意見や大人へ問いかけ
るような主張に、会場からは大きな拍手が送られました。
　発表者は次のとおりです。　　　　　　（敬称略）　

発表した児童・生徒の皆さん

宇土小6年　　五十川照真
走潟小6年　　小山　紗季
緑川小6年　　岡村　亜優
花園小6年　　伊豫　玲奈
網津小6年　　甲斐　蒼彩
宇土東小6年　那須　遥熙

網田小6年　　杉本　史華
鶴城中3年　　上村　陽向
網田中3年　　中本　幹大
住吉中3年　　岩下　桃花
宇土中3年　　矢野さくら

第4分団第4班の
皆さん

宇城管内の災害に備えて
熊本県相互応援協定に伴う連携訓練

　8月8日、美里町の緑川ダムで、「熊本県相互応援協定に伴う連携
訓練」が行われ、市消防団（山本章博団長）から25人参加しました。
これは、火災やその他の災害が発生した場合に、宇城管内の消防
団・消防署相互の消防力を活用して、情報の伝達や関係機関との連
携を効率的に運用し、その被害を軽減することを目的として行われ
たものです。
　この日の訓練は、宇城市消防団・美里町消防団・宇城広域連合消
防本部・県防災消防航空隊（防災ヘリひばり）と合同で、山林火災
による大規模災害を想定した連携訓練やジェットシューターの使用
方法等の訓練を行い、参加者は熱心に訓練に取り組みました。訓練の様子
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くらし
10
月
か
ら
「
行
長
し
ゃ
ん

号
」「
の
ん
な
っ
せ
」
の

時
刻
表
が
変
わ
り
ま
す
！

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
「
行
長
し
ゃ
ん
号
」

　

内
回
り
線
の
ル
ー
ト
を
簡
素
化

し
、
外
回
り
線
を
買
い
物
し
や
す

い
ル
ー
ト
に
見
直
し
て
、
便
数
を

増
や
し
ま
し
た
。
詳
し
い
時
刻
表

は
20
・
21
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
取
り
外
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
ミ
ニ
バ
ス
「
の
ん
な
っ
せ
」

　

利
用
が
少
な
か
っ
た
路
線
や
時

間
帯
、
停
留
所
を
見
直
し
て
、
利

用
が
多
い
路
線
の
運
行
日
を
増
や

し
、
新
た
な
地
区
に
ル
ー
ト
を
延

伸
し
ま
し
た
。
詳
し
い
時
刻
表
は
、

沿
線
に
お
住
ま
い
の
世
帯
へ
回
覧

し
ま
す
。

※
花
園
北
部
線
、
花
園
南
部
線
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
運
行
と
な
り

ま
す
。

問
合
せ
先　

企
画
課
企
画
政
策
係

☎
㉒
1
1
1
1（
内
線
2
2
2
1
）

情報コーナー

お
知
ら
せ

路線 主な改正点
網田線 利用が少ないため休止

網津・緑川線（月・木・金） 1日3便とし、週2回から週3回へ変更。
一部ルート見直し。

宇土北部線（月・水・木） 1日3便とし、週2回から週3回へ変更。
一部ルート見直し。

轟南部循環線（木） 1日3便とし、運行時間を変更
轟北部循環線（火） 1日3便とし、運行時間を変更

　市では、6月から固定資産税の課税対象となる建物を対象に家屋全棟調査を実施しています。
　皆さんのご協力をよろしくお願いします。

【家屋全棟調査とは？】
　市内にある全ての家屋について、家屋課税台帳に登録してある事項（所在地、種類、構造、床面積等）と比
較し、増改築や未調査による課税もれ、または取り壊し等がある家屋を調査するもので、既に課税されている
家屋との公平を期し、公正で適正な課税を目指すものです。

【調査期間】
　平成27年6月から平成30年3月末までの予定です。
【委託業者】
　熊本市中央区坪井4丁目10番1号
　株式会社　九州不動産鑑定所
【調査方法】
　原則として、公道からの外観目視で確認し、家屋課税台帳に登録してある事項（所在地、種類、構造、床面
積等）を照合調査します。
　また、増改築や未評価、取り壊しなどについても確認します。公道からの確認が困難な場合には、敷地内に
立ち入らせていただいたり、お尋ねすることもありますので、ご協力をお願いします。
※調査員は、身分証明書を携帯し、腕章を着用しています。
【調査日程】
　10月から花園地区を調査します。
　宇土・花園地区以外は、進捗状況により調査近くになりましたら広報うとや区回覧等でお知らせします。

問合せ先　税務課課税係☎㉒1111（内線2142・2143）

家屋全棟調査　実施中 !＜10月から花園地区を調査します＞
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くらし
　

9
月
16
日
ま
で
受
付
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
12
月
16
日
（
水
）
ま
で
受

付
を
延
長
し
ま
す
。
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、

子
育
て
支
援
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

公
務
員
の
人
で
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、

児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
欄
に
所
属
庁
の
証
明

の
あ
る
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

6
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
除
く
）
の

支
給
を
受
け
る
人

※
特
例
給
付
と
は
、
児
童
1
人
当
た
り
月
額

5
0
0
0
円
が
支
給
さ
れ
る
人
で
す
。

※
6
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
人
が

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
が
決

定
す
る
ま
で
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、

そ
の
人
に
代
わ
っ
て
翌
月
分
か
ら
児
童
手
当

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
人
等
に
対

し
て
支
給
し
ま
す
。

対
象
児
童

支
給
対
象
者
の
6
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給

付
を
除
く
）
の
対
象
と
な
る
児
童

〈
注
意
点
〉

6
月
1
日
か
ら
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
支
給
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
に
亡
く
な
ら
れ

た
児
童
は
対
象
外
で
す
。

支
給
額

対
象
児
童
1
人
に
つ
き
3
千
円

申
請
方
法

◎
申
請
先　

6
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
を
受

け
る
市
町
村

※
市
外
か
ら
の
転
入
等
で
宇
土
市
か
ら
6
月
分

の
児
童
手
当
を
受
け
な
い
人
は
、
6
月
分

の
支
給
を
受
け
る
市
町
村
が
申
請
先
と
な

り
ま
す
。 

◎
申
請
方
法　

申
請
書
、
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の

も
の
）
を
子
育
て
支
援
課
へ
持
参
し
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
取
方
法
に
児
童
手
当
の
振
込
口
座
と
異
な

る
口
座
を
指
定
す
る
場
合
は
、
指
定
し
た

口
座
が
確
認
で
き
る
書
類
（
通
帳
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）
が
必
要
で
す
。

郵
便
で
の
提
出
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
公
務
員
の
人
は
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
欄

に
所
属
庁
の
証
明
の
あ
る
申
請
書
を
提
出
く

だ
さ
い
。

◎
申
請
期
限　

12
月
16
日
（
水
）

　

※
土
日
祝
日
を
除
く
。

◎
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
申
請
・
問
合
せ
先

申
請
方
法
に
関
す
る
こ
と
：
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係
☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
2
8
1
3

・
2
8
2
2
）　

〒
8
6
9

－

0
4
9
2
（
市

役
所
専
用
）

制
度
に
関
す
る
こ
と
：
厚
生
労
働
省
給
付
金
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
5
7
0
（
0
3
7
）
1
9
2

　

11
月
30
日
（
月
）
ま
で
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
は
、
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
で
す
が
、
未
申
告
の
人
は

課
税
情
報
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
せ
ん
。
申
告
す
る
こ
と
で
、
給
付

金
の
支
給
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
と
は

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
消
費
税
率
が
8
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
所
得
の
低
い
人

へ
の
負
担
の
影
響
を
考
慮
し
、
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
分
）
市
民
税
が
課

税
さ
れ
な
い
人

※
た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
（
税
法
上
の
扶
養

で
あ
り
、
同
居
や
仕
送
り
の
有
無
な
ど
は
問
い

ま
せ
ん
）
し
て
い
る
人
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
や
生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

支
給
額

対
象
者
1
人
に
つ
き
6
千
円

申
請
手
続

◎
申
請
先　

基
準
日
（
1
月
1
日
）
に
住
民
登

録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村

◎
申
請
方
法　

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
書
と

必
要
書
類
（
本
人
確
認
書
類
や
受
取
口
座
の

通
帳
の
写
し
等
）
を
添
付
し
て
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、
受
付
窓
口
へ
必
要

書
類
を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
窓
口
・
受
付
期
間

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

・
市
役
所
5
階
第
2
会
議
室

　

11
月
30
日
（
月
）
ま
で

・
網
田
支
所
、
網
津
支
所

　

9
月
30
日
（
水
）
ま
で

◎
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
印
鑑

・
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
免
許
証
・
保
険

証
等
）
の
写
し

※
対
象
者
全
員
分
が
必
要
。

・
受
取
口
座
の
通
帳
の
写
し

※
前
年
度
に
受
給
し
た
人
で
、
同
じ
口
座
を

指
定
す
る
場
合
は
不
要
で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

申
請
方
法
に
関
す
る
こ
と
：
市
役
所
臨
時
福
祉

給
付
金
窓
口
☎
㉒
6
1
6
1
・
㉒
6
1
6
2
、

福
祉
課
福
祉
政
策
係
☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
2

8
1
4
）

制
度
に
関
す
る
こ
と
：
厚
生
労
働
省
給
付
金
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
5
7
0
（
0
3
7
）
1
9
2
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くらし

知っておきたい　国民年金

国民年金保険料「10年の後納制度」は9月30日（水）まで
　「10年の後納制度」は、過去10年間に納め忘れた国民年金保険料を納付することができる仕組みです（本来、国民年
金保険料は2年を経過すると時効により納付することができません）。この制度を利用すれば、将来の年金額を増やすこ
とができます。
　「10年の後納制度」は、9月30日（水）で終了します。終了後、10月1日（木）から3年間に限り、過去5年間に納め忘
れた国民年金保険料を納付することができる「5年の後納制度」が始まりますが、10年後納制度よりも納付できる期間
が短く、保険料の加算額が高くなります。
　老齢基礎年金を受給している人などは、後納制度の利用はできません。
　後納制度を利用するには、申込みが必要です。詳しくは「国民年金保険料専用ダイヤル」☎0570（011）050またはお
近くの年金事務所へ問い合せください。

 「平成27年度 国民年金保険料免除申請」を受付中です
平成27年度は平成27年7月～平成28年6月までの期間を対象として審査が行われます。
※継続申請に該当する人以外は、毎年申請が必要です。
■国民年金保険料の免除制度とは…
　国民年金保険料は毎月納めていただく必要がありますが、収入の減少や失業等により保険料を納めることができなく
なることもあります。しかし、保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、障がいや死亡といった
不測の事態が生じたときに「障害年金」や「遺族年金」を受け取ることができない場合があります。そのような状況を
防ぐため、申請により保険料が「全額免除」または「一部免除」される制度です。
　また、申請日から2年1カ月前の月分まで遡及して申請することができます。

≪免除が承認された場合の保険料額≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【平成27年度】
全額免除 4分の3免除 半額免除 4分の1免除

保険料額（月額） 0円 3,900円 7,800円 11,690円
※減額された保険料を納めていない期間は、未納扱いとなりますのでご注意ください。

年金保険料の一部免除が承認された人へ
　一部保険料を納めないと未納期間になります
　国民年金保険料の一部免除（1/4免除、半額免除、3/4免除）が承認された人には、後日、納付書が送付されますので、
忘れずに必ず納付してください。
　この一部免除された保険料を納めない場合は未納期間となり、老後に受け取る年金（老齢基礎年金）や、障がいや死
亡に対する年金（障害基礎年金・遺族基礎年金）を受け取ることができない場合がありますのでご注意ください。

　追納制度をご存じですか？
　一部納付期間（一部免除期間）や全額免除期間は、老齢基礎年金の額を計算する場合、定額納付した分と比べて、少
ない金額で計算されます。そこで、これらの期間は追納という制度があり、10年以内なら保険料免除等を受けた期間の
保険料を納めることができます。年金額を満額に近づけるために、生活に余裕ができたときは納めるようにしましょう。
ただし、当時の保険料に一定の加算が行われます。
※一部免除の場合は、一部納付の部分を期限内に納めないと追納することができません。

年金事務所 年金相談
※年金相談は予約制です。

熊本東年金事務所による出張相談を行っています。
■期日　 9月17日（木）・10月 1 日（木）・15日（木）
　　　　原則、第 1・第 3木曜日です。
■時間　午前10時～午後 3時
■場所　福祉センター 2階会議室
■申込み先　熊本東年金事務所お客様相談室☎096（367）2503 

問合せ先　熊本東年金事務所お客様相談室☎096（367）2503、保険課国保年金係☎㉒1111（内線2164・2167） 
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くらし
宇
土
市
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
い
じ
め
の
防
止
に
組

織
的
に
取
り
組
む
た
め
、「
宇
土

市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
は
、

い
じ
め
防
止
の
た
め
の
施
策
と
し

て
、
そ
の
た
め
の
組
織
の
設
置
や

取
組
み
、
学
校
単
位
で
の
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
の
策
定
、
い
じ
め

防
止
等
対
策
委
員
会
の
設
置
、
重

大
事
態
へ
の
対
処
と
い
っ
た
事
項

を
記
載
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
方
針
は
、
策
定
か
ら
3
年
を

め
ど
に
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

学
校
教
育
課
総
務
係

☎
㉒
6
5
0
0
、
総
務
課
行
政
係

☎
㉒
1
1
1
1（
内
線
2
2
1
2
）

サ
ル
の
出
没
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

最
近
、
市
内
周
辺
か
ら
サ
ル
の

出
没
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
へ
の
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
も
し
、
見
か
け
た
ら
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
サ
ル
に
近
づ
か
な
い
（
目
を
合

わ
せ
な
い
）。

　

基
本
的
に
は
サ
ル
の
方
か
ら
人

に
向
か
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
む
や
み
に
挑
発
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

②
食
べ
物
を
与
え
な
い
。

　

見
え
る
と
こ
ろ
に
食
べ
物
を
置

か
な
い
。
エ
サ
が
手
に
入
り
や
す

い
と
居
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

③
戸
締
り
を
き
ち
ん
と
す
る
。

　

2
階
の
窓
か
ら
も
家
屋
の
中
に

侵
入
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
襲
っ
て
き
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

石
な
ど
を
拾
っ
て
投
げ
る
ま
ね
を

す
る
。

　

鳴
り
物
や
棒
等
で
追
い
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

注
意　

野
生
の
サ
ル
は
、
メ
ス
を

中
心
と
し
た
数
十
頭
単
位
の
群
れ

で
、
主
に
森
林
内
で
生
息
し
て
い

ま
す
。
オ
ス
は
他
の
群
れ
に
移
動

す
る
た
め
に
、
単
独
ま
た
は
少
数

で
行
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
オ
ス
が「
は
ぐ
れ
サ
ル
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
一
部
が
人
の
生

活
圏
に
出
没
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

野
生
の
サ
ル
で
あ
れ
ば
、
通
常
、

移
動
し
て
山
に
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
エ
サ
を
与
え
る
と
、
人

の
生
活
圏
か
ら
去
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
人

に
慣
れ
、
農
作
物
を
荒
ら
し
た
り
、

子
ど
も
等
を
襲
う
場
合
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
絶
対
に
エ
サ
を
与
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

農
林
水
産
課
林
務
水

産
係
☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
2
3

1
5
）

平
成
27
年
全
国
地
域
安
全

運
動

 

10
月
11
日
（
日
）
〜
10
月
20
日

（
火
）
の
10
日
間
は
、
平
成
27
年

全
国
地
域
安
全
運
動
期
間
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン　

み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
安
心
の
街

《
全
国
重
点
項
目
》

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止　

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

《
宇
城
署
管
内
重
点
項
目
》

○
侵
入
窃
盗
防
止　

○
車
上
狙
い

防
止　

○
自
転
車
盗
難
防
止　

○

万
引
き
防
止

問
合
せ
先　

宇
城
警
察
署

☎
33
0
1
1

0
、
宇
城
地

区
防
犯
協
会

☎
33
3
4
2

1

●
さ
ま
ざ
ま
な
性
の
在
り
方
や

性
的
少
数
者
に
つ
い
て
、
正
し

く
理
解
し
て
い
ま
す
か
？ 

Ｑ　
「
性
同
一
性
障
が
い
」
と

は
？

　

生
物
学
的
な
性
で
あ
る
「
か

ら
だ
の
性
」
と
、
自
分
の
性
を

ど
う
認
識
す
る
か
と
い
う
「
こ

こ
ろ
の
性
」
が
一
致
し
な
い
た

め
、
社
会
生
活
に
支
障
が
あ
る

状
態
を
い
う
。
ま
た
、
周
囲
の

偏
見
や
無
理
解
等
に
よ
る
精
神

的
苦
痛
や
、
学
校
や
職
場
等
で

不
利
益
や
差
別
を
受
け
る
こ
と

が
あ
る
。

Ｑ　
「
性
的
指
向
」
と
は
？

　

人
の
性
愛
の
対
象
が
ど
う
い

う
対
象
に
向
か
う
の
か
を
指
す

概
念
。「
異
性
愛
」「
同
性
愛
」「
両

性
愛
」
が
あ
る
。
同
性
愛
者
、

両
性
愛
者
に
対
し
て
は
、
根
強

い
偏
見
が
あ
り
、
進
学
や
就
職

で
不
利
に
な
る
、
退
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
等
の
差
別
や
不
利

益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

Ｑ　

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
？

　

性
の
在
り
方
は
決
し
て
固
定

的
・
絶
対
的
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
性
に
対
す
る
多
様
な

在
り
方
を
理
解
し
、
偏
見
や
差

別
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
よ
う
な
「
性
同

一
性
障
が
い
」
だ
け
で
な
く
、

「
先
天
的
に
身
体
上
の
性
が
不

明
瞭
で
あ
る
こ
と
」
を
理
由
と

し
た
差
別
等
、
社
会
に
は
性
的

少
数
者
に
対
す
る
根
強
い
差
別

や
偏
見
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
様
な
性
の
在
り
方
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
尊
重
し
ま
し
ょ

う
。

（
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料

か
ら
一
部
抜
粋
）

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
☎
㉒
6
5
1
0

シリーズ
私たちと人権

51

性
同
一
性
障
が
い
・
性
的

指
向
を
め
ぐ
る
人
権
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くらし
第
10
回
戦
没
者
等
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
　

支
給

支
給
対
象
者　

戦
後
70
周
年
に
当

た
り
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
支

給
す
る
も
の
で
、
4
月
1
日
（
基

準
日
）
に
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
等
を
受
け
て
い
る
人
（
戦
没

者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
ご
遺
族

の
な
か
に
い
な
い
場
合
に
、
戦
没

者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
（
三

親
等
内
）
の
最
先
順
位
者
1
人
に

支
給
し
ま
す
。

給
付
額　

額
面
25
万
円
（
年
1
回

5
万
円
×
5
年
償
還
の
記
名
国

債
）

申
請
受
付
期
間　

平
成
30
年
4
月

2
日
（
月
）
ま
で

申
請
窓
口　

福
祉
課
（
請
求
者
が

お
住
ま
い
の
市
・
区
役
所
、
町
役

場
の
援
護
担
当
課
が
申
請
窓
口
で

す
）

※
権
利
確
認
に
は
、
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
予
め
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

【
こ
れ
ま
で
受
給
し
た
こ
と
が
あ

る
人
へ
】

　

引
き
続
き
請
求
手
続
き
を
行
わ

れ
る
場
合
は
、「
裁
定
通
知
書
」

や
「
国
庫
債
券
の
写
し
」「
郵
便

局
の
国
庫
債
券
預
か
り
証
」
な
ど
、

受
給
歴
が
確
認
で
き
る
も
の
を
窓

口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
初
め
て
請
求
を
す
る
人
へ
（
新

規
請
求
・
前
回
受
給
者
以
外
の
請

求
）】

　

請
求
権
利
の
確
認
を
す
る
た
め

に
、
次
の
質
問
等
を
し
ま
す
が
、

事
前
に
戸
籍
書
類
等
の
準
備
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
記
憶
の
範
囲
で

ご
回
答
く
だ
さ
い
。

①
戦
没
者
の
氏
名　

②
戦
没
当
時

の
本
籍
地
都
道
府
県
名　

③
戦
没

者
に
対
す
る
「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
給
し
て
い
た
人
の
氏
名
と
死

亡
年
月
日　

④
請
求
を
す
る
人
の

生
年
月
日
、
戦
没
者
と
の
続
柄　

⑤
以
前
に
戦
没
者
の
特
別
弔
慰
金

を
受
給
し
て
い
た
人
が
い
る
場
合

は
、
受
給
者
の
氏
名

問
合
せ
先　

福
祉
課
福
祉
政
策
係

☎
㉒
1
1
1
1（
内
線
2
8
1
2
）

支給順位表
No. 対象者 備考

1 弔慰金受給権者
平成27年4月1日までに戦傷病者戦没者遺
族等援護法による弔慰金の受給権を取得
した人

2 戦没者等の子

3

戦没者等の
（1）父母
（2）孫
（3）祖父母
（4）兄弟姉妹

戦没者等の死亡当時戦没者等と生計関係
を有していた人のうち、4月1日現在、遺
族以外の人と氏を改める婚姻をしていな
い人または遺族以外の人の養子になって
いない人
※第3順位の中でも1. 父母、2. 孫、3. 祖父
母、4. 兄弟姉妹の順になります。

4

上記3以外の戦没者等の
（1）父母
（2）孫
（3）祖父母
（4）兄弟姉妹

戦没者等と生計関係を有していない人や
戦没者等と生計関係を有していたが、上
記第3順位に該当しない人
※第4順位の中でも1. 父母、2. 孫、3. 祖父
母、4. 兄弟姉妹の順になります。

5
上記第1順位から第4順
位以外の戦没者等の三
親等内の親族

戦没者等の死亡まで引き続き1年以上の生
計関係を有していた人（子ども以外は生
まれていることが要件です）
※戦没者等の葬祭を行った人が、葬祭を行
わなかった人より先順位となります。

認可外保育施設利用の助成を行っています
　市では、乳幼児の就園にかかる世帯の経済的負担を軽
減するため、市外の認可外保育所を利用している人に対
し、保育料の一部を助成する事業を行っています。
　上半期（4～9月）の利用分は、10月中に申請してくだ
さい。
対象者
①市内に居住し、宇土市の住民基本台帳に記載されてい
ること

②児童が、認可外保育施設に、1日4時間以上かつ月16日
以上通っていること（一時預かりは対象外）

③保護者が仕事や病気等で家庭での保育ができない、と
いった保育が必要な状況であること

④前年度の市民税所得割額（保護者の合計）が222,000
円未満であること

⑤助成対象経費・市税等を滞納していないこと
対象施設
　児童福祉法第59条の2第1項に規定する施設（保育所業
務を目的とする施設で、県の認可を受けていないもの）
助成対象経費
　保護者が負担した月額の保育料と給食費を合計した額
（保育料は基本額のみとし、延長料金等は含みません）

助成額
　保護者が負担した対象経費（保育料と給食費）から、
認可保育所に入所した場合の保育料月額相当額を差し引
いた額を助成します。ただし、上限を10,000円 / 月とし
ます。
例）3歳未満児で対象経費を35,000円支払っており、市

の保育料算定額が19,000円（Ｄ6階層）となる場合
　　35,000円－19,000円＝16,000円＞10,000円
　　上限10,000円が適用され、助成金の額は月額10,000円
申請方法　次の必要書類を期限までに提出してください。
①宇土市認可外保育施設利用助成金交付申請書
②認可外保育施設在籍証明書兼保育料納入済証明書
③保護者が認可外保育施設入所児童を保育できないこと
を証明するもの（雇用証明書等）
④平成27年度所得課税証明書（1月1日時点で市内に住民
票の無い人）・平成26年度所得課税証明書（平成26年1
月1日時点で市内に住民票の無い人）
申請期限　10月30日（金）
申請・問合せ先　子育て支援課子育て支援係☎㉒1111
　　　　　　　　（内線2813・2822）
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※コミュニティバス「行長しゃん号」の時刻表の保存版です。このページを取り外して保管してください。

２　　6　   1 0循環線内回り・A循環線内回り・A

外回りへ接続　　 3 　　　7 　　　11外回りへ接続　　 3 　　　7 　　　11

4　　8循環線内回り・B循環線内回り・B

外回りへ接続　　  5　　　   9外回りへ接続　　  5　　　   9　 　　　 　　　続続外回りへ接回外外回り 接続へへ接続接続 　　 333 　　　777 　　　11111 　 　　　   　続続りへ接り外回回外 りへ接続外回りへへ接続接続 　　  555　　　   　 999

宇土シティモール北口
宇土シティモール南口
宇土市運動公園前
旭 町
宇土本町六丁目
城 の 浦
宇 土 駅 前
駅 前 団 地
西 城 の 浦
宇土本町六丁目
石 小 路 町
宇土合同庁舎前
宇 土 三 丁 目
宇土本町二丁目
宇土本町一丁目
宇土市保健センター前
宇土シティモール南口
宇土シティモール北口

宇土シティモール北口
宇土シティモール南口
宇土市保健センター前
宇土本町一丁目
宇土本町二丁目
宇 土 三 丁 目
宇土合同庁舎前
石 小 路 町
宇土本町六丁目
城 の 浦
宇 土 駅 前
駅 前 団 地
西 城 の 浦
宇土本町六丁目
旭 町
宇土市運動公園前
宇土シティモール南口
宇土シティモール北口
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※コミュニティバス「行長しゃん号」の時刻表の保存版です。このページを取り外して保管してください。

１　２　３　４　５ 　 ６　７　８　９　10     11運行順

１　　5　　9循環線外回り・A循環線外回り・A

内回りへ接続　　 2 　　　6 　　　10内回りへ接続　　 2 　　　6 　　　10

３　　７  　11循環線外回り・B循環線外回り・B

内回りへ接続　　 4 　　　8 　　　10内回りへ接続　　 4 　　　8 　　　10

宇土シティモール北口
宇土シティモール南口
宇土市民会館前
宇土本町五丁目
宇土本町六丁目
城 の 浦
宇 土 駅 前
駅 前 団 地
西 城 の 浦
宇土本町六丁目
宇土本町五丁目
宇 土 三 丁 目
宇土市役所前
高 柳 町
宇土市役所前
栄 町
宇土小学校前
古 城 町
宇土高校第３グラウンド前 
神 馬・神 合 町
城・神馬団地入口
入地南公園前
入地ニュータウン入口
入 地 町
境 目 町
宇土シティモール南口
宇土シティモール北口
  

宇土シティモール北口
宇土シティモール南口
境 目 町
入 地 町
入地ニュータウン入口
入 地南公園前
城・神馬団地入口
神 馬・神 合 町
宇土高校第3グラウンド前
古 城 町
宇土小学校前
栄 町
宇土市役所前
高 柳 町
宇土市役所前
宇 土 三 丁 目
宇土本町五丁目
宇土本町六丁目
城　　の　　浦 
宇 土 駅 前
駅 前 団 地
西 城 の 浦
宇土本町六丁目
宇土本町五丁目
宇 土 市 民 会 館 前
宇土シティモール南口  
宇土シティモール北口



平成27・9　（22）

くらし
在
宅
介
護
手
当
を
支
給
し
ま
す

　（
家
族
介
護
慰
労
事
業
）

　

市
で
は
、
福
祉
の
充
実
の
た
め

「
在
宅
介
護
手
当
」
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
を
、
平
成
26
年
9

月
1
日
〜
平
成
27
年
8
月
31
日
ま

で
に
在
宅
で
常
時
介
護
を
行
っ
た

人
（
入
院
、
入
所
、
通
所
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
利
用
が
1
年
間
通
算
し

て
1
2
0
日
以
内
で
あ
る
こ
と
）

※
要
介
護
者
・
介
護
者
と
も
市
内

在
住
で
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
で
、
医

師
判
定
書
に
よ
り
要
介
護
状
態
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

◆
療
育
手
帳
Ａ
1
を
所
持
し
て
い

る
人

◆
要
介
護
3
・
4
・
5
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

手
当
額　

要
介
護
者
1
人
に
つ
き
、

年
額
12
万
円
。
要
介
護
3
の
認
定

を
受
け
た
人
は
、
要
介
護
者
1
人

に
つ
き
、
年
額
6
万
円
。

申
請
方
法　

次
の
書
類
等
を
受
付

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
②

と
④
の
用
紙
は
、
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。

①
印
鑑　

②
受
給
申
請
書　

③
住

民
票
（
世
帯
全
部
）　

④
医
師
判

定
書
（
療
育
手
帳
所
持
者
と
要
介

護
3
、
4
、
5
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
は
不
要
）　

⑤
療
育
手
帳

（
療
育
手
帳
所
持
者
の
み
）

※
要
介
護
3
、
4
、
5
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
の
申
請
は
、
市
か

ら
委
託
し
て
い
る
協
力
機
関
が
代

行
し
ま
す
。

【
宇
土
・
走
潟
】
在
宅
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
あ
さ
ひ
コ
ー
ト
☎
㉓
５
２
６

６【
花
園
・
轟
】
宇
土
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
１
５
５
５

【
緑
川
・
網
津
・
網
田
】
景
雅
苑

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
㉗
１

０
１
０

受
付
期
間　

10
月
1
日
（
木
）
〜

10
月
30
日
（
金
）

問
合
せ
先　

福
祉
課
福
祉
政
策
係

☎
㉒
1
1
1
1（
内
線
2
8
1
2
）、

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
☎
㉒

１
１
１
１
（
内
線
2
1
5
5
）

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
購

入
者
へ
助
成
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
満
65
歳
以
上
の
人
が

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
購
入
す

る
と
き
の
購
入
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

①
申
請
年
度
中
に
満
65
歳
以
上
に

な
る
人

②
本
人
・
世
帯
員
に
市
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い
こ
と

③
こ
の
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

補
助
を
受
け
る
た
め
の
要
件

①
市
内
の
販
売
店
で
今
年
の
4
月

以
降
に
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

購
入
し
た
人
、
も
し
く
は
来
年
の

3
月
ま
で
に
購
入
す
る
予
定
の
人

②
10
月
2
日
（
金
）
開
催
予
定
の

講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と

助
成
額　

購
入
額
の
3
分
の
1
で
、

上
限
2
万
円
。
非
課
税
世
帯
の
場

合
は
、
上
限
3
万
円
。

助
成
対
象
経
費　

電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
の
自
転
車
本
体
購
入
費
、

防
犯
登
録
費
用

申
請
方
法　

次
の
も
の
を
高
齢
者

支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実
績
報

告
書
・
購
入
時
の
領
収
書
・
自
転

車
安
全
講
習
会
修
了
証
の
写
し
・

防
犯
登
録
証
の
写
し
・
滞
納
の
な

い
証
明
書
（
世
帯
全
員
分
）・
補

助
金
交
付
請
求
書

【
講
習
会
日
程
・
場
所
】

日
時　

10
月
2
日（
金
）午
前
10
時

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
9
日（
金
）

午
前
10
時
に
延
期
し
ま
す
。

場
所　

市
民
体
育
館

◆
9
月
29
日
（
火
）
ま
で
に
、
高

齢
者
支
援
課
へ
電
話
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
今
年
度
中
に
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
を
購
入
し
た
人
は
、
今
年
度

中
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
次
年

度
に
な
る
と
補
助
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先　

高
齢
者
支

援
課
高
齢
者
福
祉
係
☎
㉒
１
１
１

１
（
内
線
2
8
5
1
）

　今回は大坪団地公民館「お元気クラブ」を紹介します。
　大坪団地公民館では毎週水曜日に開催しています。健
康に対する意識が高く、お元気クラブが発足する前から
毎週体操に取り組んでいました。サポーターさん3人は
地元の人で和やかな雰囲気の中、ラジオ体操第1・2か
ら始まり、オリジナルのボール体操など工夫を凝らした
体操を和気あいあい楽しく指導しています。終了後の茶
話会は情報交換の場にもなっているようです。 

問合せ先
　高齢者支援課介護保険係☎㉒1111（内線2157）
　医療法人社団　金森会　あさひコート☎㉓5211
　医療法人社団　小田会　景雅苑☎㉗1010

歌に合わせて
頭の体操

みんなで支え合い
片足立ち頑張って
います！

♪ちょっと拝見♪

あなたの街のお元気クラブ
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くらし

シリーズ「発達に違いのある子どもたち」
　市では、「障がいのある人、ない人にかかわらず　だれもがいきいきと安心して暮らせるまちづくり」を基
本理念としてさまざまな施策に取り組んでいます。
　今回も、市内で子どもの発達支援に取り組んでいるＮＰＯ法人「まいすてっぷ」から、発達に違いのある子
どもたちについて皆さんに正しく理解いただくために、文章を寄稿していただきました。

問合せ先　福祉課福祉政策係☎㉒1111（内線2814）

―
気
持
ち
を
表
情
に
表

す
こ
と
の
難
し
さ
―

　

子
ど
も
に
何
か
が
起
こ
っ
た
時
、

怒
っ
て
い
る
の
か
、
悲
し
い
の
か
、

う
れ
し
い
の
か
、
不
安
な
の
か
は

表
情
を
見
れ
ば
わ
か
る
…
こ
れ
は

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
共
通
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
定
型
発
達

（
い
わ
ゆ
る
正
常
発
達
）
の
子
ど

も
な
ら
ば
、
表
情
で
気
持
ち
の
判

断
が
大
体
で
き
ま
す
が
、
発
達
障

が
い
、
中
で
も
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
障
が
い
の
子
ど
も
の
中
に
は
、

自
分
の
気
持
ち
を
表
情
に
出
し
た

り
、
相
手
の
表
情
か
ら
気
持
ち
を

読
み
取
っ
た
り
す
る
こ
と
が
苦
手

な
子
が
多
く
、
時
に
は
真
逆
の
表

情
を
し
て
い
る
こ
と
す
ら
あ
り
ま

す
。

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
と
は

　

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
は
、

自
閉
症
、
高
機
能
自
閉
症
、
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
広
汎
性
発
達

障
害
な
ど
の
自
閉
症
の
特
徴
を
持

つ
脳
の
発
達
に
関
連
す
る
障
が
い

の
総
称
で
す
（
以
下
Ａ
Ｓ
Ｄ
）。

社
会
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
想
像
力
）

の
障
が
い
を
も
つ
こ
と
を
特
徴
と

し
て
お
り
、
人
口
の
数
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
を
も
つ
子
ど
も
た
ち

が
苦
手
と
す
る
表
情
を
介
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
社
会
性

や
対
人
関
係
に
お
い
て
重
要
な
部

分
を
占
め
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

す
る
た
め
の
重
要
な
行
動
で
あ
る

「
表
情
模
倣
」
に
関
す
る
京
都
大

学
の
研
究
は
、
怒
り
表
情
と
幸
福

表
情
に
対
し
、
目
に
見
え
る
模
倣

が
あ
る
か
ど
う
か
を
評
価
し
た
も

の
で
す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
成
人
で
は
ど

ち
ら
の
表
情
に
つ
い
て
も
表
情
模

倣
の
頻
度
が
少
な
く
、
頻
度
が
低

い
人
ほ
ど
社
会
性
の
障
が
い
が
強

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。

表
情
＝
感
情
？

　

自
分
の
気
持
ち
を
表
情
に
表
す
、

そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う

で
す
が
、
発
達
障
が
い
と
い
う
脳

機
能
の
違
い
が
あ
る
と
、
そ
れ
は

と
て
も
困
難
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
い
す
て
っ
ぷ
に
通
う
子
ど
も
た

ち
の
中
に
も
、
人
の
表
情
か
ら
感

情
を
読
み
取
っ
た
り
、
自
分
の
気

持
ち
を
表
情
に
表
す
こ
と
が
難
し

い
子
ど
も
が
何
人
も
お
り
、
付
き

合
い
慣
れ
た
私
た
ち
で
あ
っ
て
も

気
持
ち
の
読
み
間
違
い
が
生
じ
ま

す
。
先
日
一
人
の
小
学
生
と
話
し

て
い
た
時
、
話
の
内
容
は
明
ら
か

に
「
怒
っ
た
こ
と
」
な
の
で
す
が
、

顔
は
む
し
ろ
笑
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
子
に
「
怒
り
を
表
情
に
出
さ
な

い
の
？
」
と
聞
い
た
ら
、「
そ
ん

な
大
変
な
こ
と
や
っ
て
ら
れ
な
い

よ
」
と
答
え
ま
し
た
。
そ
の
子
に

と
っ
て
、
気
持
ち
を
表
情
に
出
す

こ
と
は
無
意
識
に
で
き
る
こ
と
で

は
な
く
、
い
ち
い
ち
考
え
な
い
と

で
き
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

一
口
に
脳
機
能
の
「
違
い
」
と

い
っ
て
も
、
目
に
見
え
る
違
い
、

見
え
な
い
違
い
が
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｄ

に
よ
る
違
い
は
外
見
か
ら
は
判
断

し
に
く
い
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
定
型
発
達
の
人
は
相
手
の

話
の
内
容
や
、
自
分
自
身
の
気
持

ち
に
合
わ
せ
て
、
自
然
と
顔
に
表

情
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が

（
あ
え
て
出
さ
な
い
時
も
あ
り
ま

す
が
）、Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
ど
も
に
と
っ

て
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
そ
の
も
の
を
阻
害
し
て
し
ま
い

ま
す
。
親
や
先
生
が
怒
っ
た
顔
を

し
て
い
て
も
、
そ
の
し
か
め
た
顔

に
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
読
み
取
れ
て
い

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
ち

ら
が
怒
っ
て
い
る
の
に
、
子
ど
も

が
平
然
と
し
た
表
情
で
い
て
も
、

話
を
聞
い
て
い
な
い
と
か
ふ
ざ
け

て
い
る
な
ど
と
決
め
つ
け
ず
に
、

本
人
の
真
意
を
探
っ
て
く
れ
る
友

だ
ち
や
大
人
の
存
在
が
あ
る
と
な

い
と
で
は
、
そ
の
後
の
子
ど
も
の

一
生
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。

〈
参
考
文
献
〉

京
都
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
研
究
成

果
よ
り
抜
粋

「
自
閉
症
児
童
は
表
情
の
よ
み
と

り
が
苦
手
」（
平
成
26
年
12
月
発

表
）

「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
で

目
に
見
え
る
表
情
模
倣
の
障
害

（
平
成
27
年
4
月
発
表
）
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募集・催し
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
in 

う
と
　
開
催
し
ま
す
！

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
で
、
10
年

後
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち

認
知
症
の
人
は
7
0
0
万
人
を
超

え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知

症
の
人
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に

は
、
そ
の
家
族
の
み
な
ら
ず
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
認
知
症
に
対
す
る

正
し
い
理
解
と
支
援
が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
熊

本
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
遊
亀

先
生
を
お
招
き
し
認
知
症
と
そ
の

予
防
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま

す
。
他
に
も
認
知
症
予
防
体
操
や

市
か
ら
認
知
症
施
策
の
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
、
徘
徊
者
対
策
（
ネ
ー
ム

プ
リ
ン
ト
）
に
つ
い
て
の
説
明
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
17
日
（
土
）
午
後
1

時
開
場
、
午
後
1
時
30
分
開
演

（
午
後
3
時
30
分
終
了
予
定
）

内
容　

講
演
（
認
知
症
と
そ
の
予

防
に
つ
い
て
）、
認
知
症
予
防
体

操
、
市
の
認
知
症
の
取
組
み

場
所　

市
民
会
館
2
階
大
会
議
室

参
加
費　

無
料
（
申
込
み
不
要
）

主
催　

宇
土
市
・
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

後
援　

く
ま
も
と
心
療
病
院
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
宇
城
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
セ
ン
タ
ー
あ

さ
ひ
コ
ー
ト

問
合
せ
先　

市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
㉔
1
5
5
5

「
よ
み
が
え
る
小
西
行
長

公
講
演
会
」
第
10
弾
を
開

催
!

　

今
年
度
2
回
目
の
「
よ
み
が
え

る
小
西
行
長
公
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
、
行
長
公
の
家

臣
団
が
テ
ー
マ
で
す
。
行
長
公
は

ど
の
よ
う
な
人
材
を
家
臣
に
抱
え
、

家
臣
団
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
た

の
か
。
鳥
津
亮
二
さ
ん
が
最
新
の

研
究
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
午
後

3
時
10
分
頃
に
は
、
熊
本
城
お
も

て
な
し
武
将
隊
の
小
西
行
長
も
登

場
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
時　

9
月
19
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

場
所　

市
民
会
館
大
会
議
室

※
入
場
無
料
。
事
前
申
込
み
不
要
。

内
容　
「
ツ
ワ
モ
ノ
ぞ
ろ
い
！
小

西
行
長
家
臣
団
列
伝
」、
講
師
：　

八
代
市
立
博
物
館
学
芸
係
長　

鳥

津
亮
二
さ
ん

問
合
せ
先　

文
化
課
文
化
係
☎
㉓

0
1
5
6

平
成
27
年
度
宇
土
市
福
祉

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
屋
内
ペ

タ
ン
ク
競
技
等
）
開
催

　

思
い
っ
き
り
「
運
動
の
秋
」
を

満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日　

10
月
24
日
（
土
）

開
会
式　

午
前
9
時
30
分
〜

競
技
開
始　

午
前
10
時
〜

場
所　

市
民
体
育
館

申
込
資
格　

①
市
内
在
住
で
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
人　

②
市
内
の
事
業
所
等

を
利
用
し
て
い
て
障
害
者
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
人
（
市
外
在
住
の

人
も
参
加
可
）　

③
市
内
在
住
の

ひ
と
り
親
で
子
を
養
育
し
て
い
る

親
子
・
そ
の
家
族

申
込
方
法　

福
祉
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
員

や
市
母
子
会
会
員
は
各
地
区
会
長

を
通
じ
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
9
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
福

祉
政
策
係
☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線

2
8
1
2
）

募
集
・
催
し

＜輝く貴
あなた

女の応援セミナー＞

第1弾　「輝くあなたを応援します！
　　　  再就職セミナー」
　就職に不安を感じている人、なかなか踏み切れない人、
自分に合った働き方をいっしょにみつけませんか？
期日　10月20日（火）
時間　午後2時～午後3時30分終了予定
対象　子育てと仕事の両立を目指している人
定員　20人　※託児あり（要申込み）
場所　保健センター

【共通事項】
特記事項　講座は1回だけの参加でもかまいません。
申込締切　10月13日（火）
申込方法　住所、氏名、年齢、連絡先を記載した用紙（様式自由）を持参するか、電話、FAX、メールで申込みく

ださい。
※託児申込みは、参加申込みのときにお知らせください（各回先着10人）。
申込み・問合せ先　まちづくり推進課市民活動支援係☎㉒1111（内線2329）、FAX ㉒2903
　　　　　　　　　メールmachi01@city.uto.lg.jp

　㈱ Fine プロデュース　代表取締役　広瀬 美貴子さんを講師にお招きして、男女共同参画啓発講座を開催します。
お気軽に申込みください。

第2弾　「役立つライフプランセミナー」

　生涯にわたって充実した人生を送るためのライフプラ
ンづくりに役立てよう。
期日　10月27日（火）
時間　午後2時～午後3時30分終了予定
対象　市内在住女性
定員　20人　※託児あり（要申込み）
場所　保健センター
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募集・催し
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
職
種
・
人
員
・
条
件
等

職
種　

非
常
勤
電
話
交
換
手

勤
務
先　

総
務
課

募
集
人
員　

1
人

職
務
内
容　

電
話
交
換
業
務
等

資
格　

不
問

報
酬　

1
時
間
7
1
5
円

任
用
期
間　

12
月
1
日
〜
3
月
31

日勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
、
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
の
う

ち
指
定
す
る
時
間
（
週
20
〜
26
時

間
の
勤
務
）

社
会
保
険
等　

雇
用
保
険
有

▼
申
込
手
続
き

募
集
期
限　

10
月
15
日
（
木
）
当

日
必
着

申
込
方
法　

写
真
貼
付
の
履
歴
書

を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
申
込
み

し
て
く
だ
さ
い
。
写
真
の
貼
付
漏

れ
、
電
話
番
号
等
の
記
入
漏
れ
が

無
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項　

今
回
の
募
集
に
よ

る
任
用
は
、
正
規
職
員
の
任
用
に

い
か
な
る
優
先
権
を
得
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
合
せ
先　

総
務
課
秘

書
係
☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
2
2

2
0
）

網
田
焼
の
里
秋
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
！

日
時　

10
月
10
日
（
土
）
〜
12
日

（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　

網
田
焼
の
里
資
料
館

入
館
料　

無
料
（
祭
り
期
間
中
）

開
催
イ
ベ
ン
ト

【
お
地
蔵
さ
ん
制
作
3
日
間
コ
ー

ス
】

定
員　

10
人

受
講
料　

5
0
0
0
円（
石
代
込
）

【
陶
芸
体
験
（
手
び
ね
り
）】

日
時　

10
月
11
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
・
午
後
1
時
〜

定
員　

午
前
・
午
後
の
部
各
10
人

受
講
料　

1
0
0
0
円
（
材
料
費

込
）

【
講
演
会
：
三
角
線
と
網
田
駅
舎
】

日
時　

10
月
12
日
（
月
）
午
前
10

時（
午
後
1
時
か
ら
網
田
駅
舎
現
地

見
学
）

講
師　

磯
田
桂
史
（
熊
本
大
学
五

高
記
念
館
客
員
教
授
）

申
込
方
法　

文
化
課
に
電
話
で
申

込
み
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）。

申
込
期
限　

10
月
2
日
（
金
）

※
道
具
な
ど
は
無
料
で
使
用
で
き

ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先　

文
化
課
文

化
係
☎
㉓
0
1
5
6

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か

〜
こ
ど
も
の
て　

ほ
ご
し
ゃ
の
て

よ
う
ち
え
ん
の
て　

つ
な
げ
よ
う

つ
な
が
ろ
う　

子
育
て
の
輪
〜

【
宇
土
幼
稚
園
】

日
時　

10
月
4
日
（
日
）
午
前
9

時
開
始

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
5
日（
月
）

内
容　

運
動
会
参
観
・
参
加
（
午

前
中
で
終
了
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
⑦

「
よ
う
こ
そ
小
さ
な
お
客
様
」
に

親
子
で
参
加
く
だ
さ
い
（
午
前
9

時
30
分
頃
の
予
定
）。

駐
車
場　

鶴
城
中
学
校
裏
側
駐
車

場【
花
園
幼
稚
園
】

日
時　

10
月
3
日
（
土
）
午
前
9

時
開
始

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
4
日（
日
）

内
容　

運
動
会
参
観
・
参
加
（
午

前
中
で
終
了
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
⑧

「
こ
こ
ま
で
お
い
で
」
に
親
子
で

参
加
く
だ
さ
い
。

駐
車
場　

花
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
裏

対
象　

就
園
前
幼
児（
２
歳
か
ら
）

※
事
前
申
込
み
不
要
。

※
平
成
28
年
度
入
園
前
説
明
会
は
、

広
報
う
と
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
せ
先

宇
土
幼
稚
園
☎
㉒
0
3
2
6

花
園
幼
稚
園
☎
㉒
0
0
3
1

宇
土
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
協
力
会

員
大
募
集
!!

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
協
力
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
は
？
】

　

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人

と
援
助
を
行
い
た
い
人
が
会
員
に

な
り
、
お
互
い
が
助
け
合
う
会
員

制
の
相
互
援
助
組
織
で
す
。
セ
ン

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
世
話

し
ま
す
。

依
頼
会
員

　

育
児
の
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い

人
（
生
後
6
カ
月
か
ら
小
学
3
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
）
で
、

市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
に
勤
務

し
て
い
る
人

協
力
会
員

　

育
児
の
手
伝
い
が
で
き
る
市
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き

る
人

※
市
が
開
催
す
る
協
力
会
員
養
成

講
座
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

両
方
会
員

　

援
助
を
受
け
る
こ
と
と
行
う
こ

と
の
両
方
を
希
望
す
る
人

利
用
料
金　

1
時
間
6
0
0
円

（
夜
の
時
間
帯
や
休
日
な
ど
は
7

0
0
円
）

※
市
内
在
住
の
人
に
は
、
市
が
半

額
を
助
成
し
ま
す
。

　

8
月
1
日
現
在
、
依
頼
会
員
1

8
8
人
、
協
力
会
員
35
人
、
両
方

会
員
8
人
、
合
計
2
3
1
人
が
登

録
し
て
い
ま
す
（
会
員
登
録
は
無

料
で
す
）。

　

協
力
会
員
の
主
な
活
動
は
、
依

頼
会
員
に
代
わ
っ
て
幼
稚
園
・
保

育
園
へ
の
送
迎
を
し
た
り
、
依
頼

会
員
の
通
院
の
た
め
協
力
会
員
の

自
宅
で
お
子
さ
ん
を
預
か
る
と

い
っ
た
内
容
で
す
。
7
月
に
は
、

10
件
の
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

育
児
の
手
伝
い
が
出
来
る
人
は
、

協
力
会
員
と
し
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
今
年
度
は
、
協
力
会
員

養
成
講
座
を
10
月
1
日
・
8
日

（
全
2
回
）
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
（
連
絡
後
に
、
講
座
の
案

内
を
し
ま
す
）。

申
込
み
・
問
合
せ
先　

市
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
児
童

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉓
3
3
0
3
、

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
☎

㉒
1
1
1
1
（
内
線
2
8
1
3
）
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募集・催し
県
総
合
博
物
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記

念
企
画
展
開
催

期
日　

10
月
3
日
（
土
）
〜
11
月

5
日
（
木
）

※
月
曜
休
館
。
た
だ
し
月
曜
が
祝

日
の
場
合
は
火
曜
休
館
。

時
間　

平
日
（
火
〜
金
曜
日
）
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時
30
分
、

土
日
・
祝
日　

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

場
所　

県
立
美
術
館
分
館

入
場
料　

一
般
3
0
0
円
、
大
学

生
1
0
0
円
、
高
校
生
以
下
無
料

　

県
内
61
の
博
物
館
等
が
所
蔵
す

る
選
り
す
ぐ
り
の
逸
品
を
、
一
堂

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
博
物
館
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

文
化
課
文
化
係
☎
㉓

0
1
5
6

く
ま
も
と
県
民
カ
レ
ッ
ジ

サ
テ
ラ
イ
ト
宇
土
教
室

「
わ
く
わ
く
子
育
て
！
〝
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〞
が
も
た
ら
す
魔

法
」
講
座　

開
催

　

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
と

の
共
催
で
子
育
て
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
子
育
て
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
話
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
第
1
回
】

日
時　

10
月
31
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
前
11
時
40
分

講
演　
「
子
ど
も
の
気
持
ち
と
親

の
気
持
ち
〜
〝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〞
が
も
た
ら
す
魔
法
〜
」

講
師
：
中
九
州
短
期
大
学
教
授　

山
口
昌
澄
さ
ん

場
所　

市
役
所
別
館
2
階
講
習
室

【
第
2
回
】

日
時　

11
月
14
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
前
11
時
30
分

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
「
う
ち
だ
け

じ
ゃ
な
い
!?
み
ん
な
の
子
育
て
事

情
〜
気
に
な
る
お
悩
み
解
決
〜
」

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
談
話

室　

理
事
長　

柴
田
恒
美
さ
ん

場
所　

市
役
所
別
館
2
階
講
習
室

【
第
3
回
】

日
時　

11
月
28
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
前
11
時
40
分 

講
演
・
実
技　
「
コ
コ
ロ
も
カ
ラ

ダ
も
す
く
す
く
育
て
！
〜
遊
び
で

深
ま
る
親
子
の
絆
〜
」
講
師
：
熊

本
学
園
大
学
講
師　

栗
原
武
志
さ

ん　

※
親
子
で
参
加
で
き
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
分
館

【
各
回
共
通
】

対
象
者　

小
学
校
低
学
年
ま
で
の

子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
、
子
育
て

に
関
心
の
あ
る
人

定
員　

各
回
20
人
程
度
（
先
着

順
）　

※
複
数
申
込
可

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

①
氏
名
②
住
所
③
性

別
④
電
話
番
号
⑤
希
望
講
座
（
第

3
回
を
希
望
の
場
合
は
参
加
人
数

も
記
入
）
⑥
託
児
希
望
の
場
合
は

子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
を

記
入
し
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
第
1
・
2
回
は
無
料
の
託
児
が

あ
り
ま
す（
各
回
先
着
5
人
ま
で
）。

申
込
締
切　

各
回
開
催
の
1
週
間

前申
込
み
・
問
合
せ
先　

生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
☎
㉒
6
5
1
0
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉓
1
0
0
2
、
メ
ー
ル

syougai01＠
city.uto.lg.jp

熊
本
い
の
ち
の
電
話

開
局
30
周
年
記
念
講
演
会

「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ　

言
葉
の
力
」

　

葉
祥
明
氏
（
絵
本
作
家
・
画

家
・
詩
人
。
1
9
4
6
年
、
熊
本

市
生
ま
れ
）

日
時　

10
月
12
日
（
月
）
受
付
：

午
後
1
時
30
分
〜
、
開
演
：
午
後

2
時
30
分
〜
（
参
加
費
無
料
）

場
所　

く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ

5
階
（
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
）

申
込
締
切　

9
月
20
日
（
日
）

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

※
参
加
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先　

熊
本
い
の

ち
の
電
話
事
務
局
☎
0
9
6
（
3

5
4
）
4
3
4
3
（
月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

石
絵
（
ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
）参
加
者
募
集
！

　

川
原
で
集
め
た
石
に
動
物
や
植

物
な
ど
の
絵
を
描
き
、
ペ
ー
パ
ー

ウ
エ
イ
ト
や
置
物
と
し
て
飾
っ
て

み
ま
せ
ん
か
！
（
宇
土
公
民
館
生

涯
学
習
講
座
）

期
日　

10
月
中
旬
〜
11
月
末
の
月

曜
日
全
6
回

時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11

時
30
分

人
数　

15
人
程
度
（
市
内
全
域
）

場
所　

中
央
公
民
館
会
議
室

費
用　

受
講
者
負
担

そ
の
他　

詳
し
い
日
時
や
道
具
等

は
申
込
み
後
、
送
付
し
ま
す
。

申
込
期
限　

9
月
30
日
（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ
先　

宇
土
公
民

館
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
㉒
0
3

2
5

「
第
9
回
宇
城
の
窯
元
め

ぐ
り
」
を
開
催
し
ま
す

　

10
月
10
日
（
土
）
〜
18
日
（
日
）

の
9
日
間
、「
第
9
回
宇
城
の
窯

元
め
ぐ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
窯
元
の
作
品
が
当

た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、

各
窯
元
で
新
作
の
展
示
販
売
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
個
性
溢

れ
る
宇
城
地
域
の
陶
芸
の
魅
力
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
窯
元
の
情
報
は
、
く
ま
も

と
宇
城
・
陶
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催　

く
ま
も
と
宇
城
・
陶
の
会 

共
催　

熊
本
県
宇
城
地
域
振
興
局

く
ま
も
と
宇
城
・
陶
の
会

【
宇
土
市
】
蒼
土
窯
、
工
房
青
彌
、

梅
田
健
太
郎
【
宇
城
市
】
小
代
焼

松
橋
窯
、
桂
原
窯
、
山
舟
窯
、
萩

見
窯
、
小
川
三
つ
葉
窯

問
合
せ
先　

蒼
土
窯
☎
㉗
0
7
7

7
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第15回　海に関する歴史の宝庫「網津」
　海に関する歴史が豊富　市中央部に位置する網津地区。
「網津（あみづ）」という地名は、元々、「おおつ」が変
化したもので、この地区に「大きな津（＝港）」がかつ
て存在したと考えられています。その名が示すように、
網津は海に関係する歴史が豊富な地域です。今回は、そ
の代表的な歴史スポットを紹介します。
　大王のひつぎ製作地「馬門石石切場跡」　1500年前の
古墳時代から現代まで採掘されてきた石切場跡。古墳時
代には、大王（天皇）を含むヤマト政権の有力豪族用と
して、主にピンク色の馬門石石棺が海を渡り、関西地方
等に運ばれました。

　枕草子に詠まれた「風
たは れ

流島」　「枕草子」（作：清少納
言）や「伊勢物語」にも登場する小さな島です。1000年
前の平安時代、どうしてこの島が都の人に知られるよう
になったのでしょうか？当時、この付近は有明海から緑
川を通り熊本へ入るための
玄関口で、風流島がその目
印になっていたからではな
いかと考えられています。
都からやってきた人たちは、
この島を見て熊本に着いた
ことを実感したことでしょ
う。

　海の安全を祈願した「住吉神社」　平安時代、海上安
全の祈願所として建立されました。当時、付近の海上交
通のうえで重要な場所で、このことを示すように住吉灯
台が神社の近くに設置されています。神社がある山は、
元々は島であり、「宇土の小島」と呼ばれていました。

「うと学資料室」にお越しください！
開室時間　月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
（受付午後4時30分まで）※土日祝日、年末年始は閉室
　宇土の歴史に関する資料が満載です。毎月第2・4火
曜日午後1時～午後4時30分まで、宇土歴史懇話会長・
辻誠也さんが郷土史や古文書に関する質問にお答えし
ます。

温故知新　～うと学だより～

住吉神社

馬門石石切場跡

問合せ先　文化課文化係☎㉓0156風流島

第3回「うとん歴史散歩」を開催 !!
　今回紹介した歴史スポットをはじめ、網津川眼鏡橋
群、赤石神社、牧神社、旧近藤家住宅（網津支所）、
長部田海床路など、網津地区を散策します。
日時　9月27日（日）午前9時（午後3時終了予定）
場所　市役所網津支所
※年間を通じて申込みしていない人も参加できます。
文化課までご連絡ください。

予　約　申　込　書

　2016年版市民手帳を下記のとおり申込みます。

 平成27年　　　月　　　日

　住　　所　宇土市 

　　　　　　（行政区　　　　　　　　　　　　　　区）

　氏　　名　 

　電話番号 

申込み冊数　　　　　　　　冊

切取線
2016年版市民手帳の予約受付中
毎年好評の市民手帳を今年も販売しています!

　コンパクトなメモ帳としてだけではなく、市
の窓口での手続き関係や市内各種イベントなど
の生活情報が掲載されてい
て、お仕事やレジャーに欠
かせない1冊です。現在予
約を受け付けていますので、
ぜひこの機会に申込みくだ
さい。電話での申込みも受
け付けています。
価格　470円（消費税込）
配布予定　11月下旬～12月上旬
申込み・問合せ先　まちづくり推進課情報支援
　　　　　　　　　係☎㉒1111（内線2206）
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
！

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
安
全
思
想

の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と

も
に
、
県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交

通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

運
動
期
間
は
、9
月
21
日
（
月
）

〜
30
日
（
水
）
の
10
日
間
、
運
動

の
基
本
は
、「
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
」、
運
動
の
重

点
は
、
①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩

行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止
、
②
後
部
座
席
を
含
め
た

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底
、
③
飲
酒
運
転
の
根
絶

で
す
。

　

運
動
期
間
中
市
で
は
、
下
の
表

の
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。

問
合
せ
先　

環
境
交
通
課
環
境
交

通
係
☎
㉒
1
1
1
1
（
内
線
2
8

2
7
）

イベント 期　日 時　間 場　所

宇城管内合同出発式 9月18日（金） 午前10時～ 宇城市役所本館3階大会議室
（市内交通安全各種団体参加）

UKI うき交通安全フェア 9月19日（土） 午前10時～午後2時 イオンモール宇城
（オアシスコート）

自転車の安全運転
街頭啓発運動 9月24日（木） 午前7時～ 宇土高校・中学校、

鶴城中学校
ハンドプレートによる
街頭啓発活動 9月28日（月） 午後4時～ 南段原線（肥後銀行から

セブンイレブン南段原店）

交通安全街頭キャンペーン 9月30日（水） 午前10時～ 市民会館前市道

　生きがいづくり、仲間づくり、健康づくりなどを目的に、いろいろな講座が中央公民館で自主的に活動されていま
す。興味ある講座を見つけて参加してみませんか。問い合せは各講座の代表者まで。

温知会 募集人員　5人ほど
古文書を解読できるようになると、江戸時代の人々の生活や産業などが現代の生活にどのよ
うにつながっているかがわかり、より楽しくなります。また、昔の書物を見るとタイムス
リップしたようで面白いですよ。入会をお待ちしています。
代表者　橋本　すま子　　連絡先☎㉒4562

講座日　定期　第3土曜日
時　間　午後1時30分～午後3時30分
場　所　中央公民館
講座代　月 1,000円

宇土市文学に親しむ会 募集人員　多数歓迎
多彩な講師陣で、内容も文学、歴史、論語等広い分野です。

代表者　吉村　あい子　　連絡先☎㉒4062

講座日　定期　第2月曜日
時　間　午前10時～午前11時30分
場　所　中央公民館大広間
講座代　月 750円＋年間 3,000円

蘇山流宇土支部吟詠教室 募集人員　若干名
吟詠は、楽しく声を出す「健康法」です。日本の伝統文化の一つでもある吟詠教室に気軽に
参加してみませんか。

代表者　正代　恵美子　　連絡先☎㉒2602

講座日　定期　第1～4日曜日（変更有）
時　間　午後1時～午後4時
場　所　中央公民館会議室（音楽室）
講座代　月 1,500円

蘇山流蘇琴支部詩吟教室 募集人員　多数歓迎
日本伝統文化の漢詩をとおして、大きな声を出すことで健康づくりにもなります。詩吟をあ
なたも習いませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

代表者　吉田　政子　　連絡先☎㉒1161

講座日　定期　第2・3・4月曜日
時　間　午後1時～午後4時
場　所　中央公民館
講座代　月 3,500円

宇土喜多会 募集人員　5～6人ほど
能は正しい形式から入って、次第に正しい心に到達するという行き方をとっています。大ら
かな気持ちで稽古を積んでいくと、何か精神的に清々しいものが感じられるようになるもの
です。
代表者　高田　陽子　　連絡先☎㉓5301

講座日　定期　毎週木曜日
時　間　午後1時～午後2時30分
場　所　中央公民館会議室
講座代　月 1,000円

童謡友の会 募集人員　多数歓迎
自分の歌いたい曲を言うとピアノを弾いてくださるので、それを皆で歌います。幼いころの
歌などはとてもなつかしく、楽しく歌います。

代表者　堤　政子　　連絡先☎㉒1406

講座日　定期　第4金曜日
時　間　午後1時30分～午後3時
場　所　中央公民館音楽室
講座代　月 500円

いっしょに学びましょう !　「自主講座」参加者募集中
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宇土歌謡教室 募集人員　5～6人ほど

あ～ら元気！大声出して、仲間も増えて認知知らず。

代表者　江口　秋男　　連絡先☎㉒1481

講座日　定期　第2・4火曜日
時　間　午後1時～午後4時
場　所　中央公民館音楽室
講座代　月 2,000円

手話サークル 募集人員　若干名

手を使って会話ができるって楽しいですよ。体験してみませんか。

代表者　林　ひとみ　　連絡先☎㉓3867

講座日　定期　第1・3水曜日
時　間　午前10時～正午
場　所　中央公民館
講座代　月 1,500円

小袖俳句会 募集人員　5人ほど

四季の移ろいを五・七・五で表現してみませんか。小袖俳句会では俳句を楽しく学んでいま
す。皆さんの入会をお待ちしています。

代表者　田代　幸子　　連絡先☎㉒3777

講座日　定期　第1・3水曜日
時　間　午後1時30分～午後4時
場　所　中央公民館会議室
講座代　月 1,000円

書道 募集人員　若干名

「書」の深さ、広さを、いろいろな表現を通して、その美を追求します。

代表者　岡村　美穂　　連絡先☎㉓3106

講座日　定期　第1・2・3水曜日
時　間　午後7時～午後9時
場　所　中央公民館会議室
講座代　月 5,000円

かな書道 募集人員　1人ほど

流麗で優美な雅な世界をかなで表現します。山下晴雨先生の指導のもと、基本から学ぶので、
初心者にも最適です。日常にも役立つ筆文字をいっしょに学びませんか？

代表者　岩村　タチエ　　連絡先☎㉒3451

講座日　定期　第2・4火曜日
時　間　午後1時30分～午後3時30分
場　所　中央公民館
講座代　月 4,000円

やきものサークル　すみれ会 募集人員　若干名

和やかに楽しく身近な陶器を造っています。やきもの造りをいっしょに楽しんでみませんか。

代表者　山田　知章　　連絡先☎㉒2620

講座日　定期　毎週金曜日
時　間　午前9時30分～午後5時
場　所　中央公民館やきもの教室
講座代　月 1,500円

全日本居合道連盟熊本支部宏信会 募集人員　5人ほど

あなたも始めてみませんか！誰でもできる日本古来の居合道。有段者を目指したり、親戚の
結婚式や同窓会や老人ホーム慰問で演武する等、個人の目標に合わせてゆっくり基本から指
導します。精神修行や自然と姿勢も良くなり、健康維持にも役立ちますよ！
代表者　射場　俊宏　　連絡先☎㉓6959

講座日　定期　第2・3・4土曜日
時　間　午後6時～午後8時
場　所　中央公民館分館
講座代　月 1,000円

宇土健康ダンス 募集人員　若干名

誰でも踊れる楽しい曲で、気軽に無理なく楽しく踊っています。健康と友だち作りに始めて
みませんか。

代表者　元松　武子　　連絡先☎㉓0154

講座日　定期　第1・2・3木曜日
時　間　午後1時30分～午後3時30分
場　所　中央公民館分館
講座代　月 1,300円

太極拳宇土教室 募集人員　若干名

腹式呼吸をしながら、ストレッチ体操で体のゆがみをとり、肩こり、腰痛など解消します。
とても体が元気になります。一度見学に来ませんか。

代表者　中村　リツ　　連絡先☎㉒3534

講座日　定期　毎週金曜日
時　間　午前10時～正午
場　所　中央公民館大広間
講座代　月 3,000円

太極柔力球 募集人員　10人ほど

①運動は苦手！でも、全国の舞台に立って自分を輝かせてみたい！②止められぬ老化を遅ら
せて綺麗にカッコよく年をとりたい！③体に負荷をかけない運動で多量に発汗したい！
1991年に中国で生まれた新感覚のスポーツで、小学生から一般まで年齢を問いません！まず
は気軽に体験してみてください。
代表者　浦上　千英子　　連絡先☎㉒1383

講座日　定期　第3月曜日
時　間　午後7時30分～午後9時30分
場　所　中央公民館分館
講座代　問い合せ時に案内します。
　　　　（初回は体験として無料）

ヨガサークル 募集人員　10人ほど

小さな子どもを連れての参加も大丈夫です。子育て中のお母さんのストレス解消に！ 姿勢改
善！ 身体の中からキレイにしてみませんか ?! 1回500円での参加ＯＫです。お気軽に参加し
てみてください。

代表者　西山　厚子　　連絡先☎090（5286）5389　（山中）

講座日　定期　第1・3木曜日
時　間　午後3時30分～午後5時
場　所　中央公民館大広間
講座代　月 1,000円
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募集・催し

　自分磨きをしたい人への講座です。初心者向けの講座ですので気軽に申込みください。

もしもの時はどうする !?
～子どものための防災講座～
　小さいお子さんがいらっしゃる家庭
向けに家庭内での事故対応や防災対策
について紹介します。ぜひこの機会に
学んでみませんか。もしもの時に備え
て心臓マッサージなどの応急手当も教
えます。
　おじいちゃん、おばあちゃんの参加
もお待ちしています。

期日　10月21日（水）
時間　午前10時～午前11時
定員　10人
受講料　無料
講師　危機管理課職員・宇城広域連合
　　　消防本部職員
場所　中央公民館大広間
※託児はありませんが、お子さん連れ
でも参加できます。

リズムで楽しく骨盤体操♪

　音楽に合わせて骨盤を中心に体をほ
ぐし、若々しいカラダづくりを目指し
ましょう。骨盤ウォーキングと簡単な
ダンスで、運動に慣れていない人も楽
しくレッスンしませんか。

期日　10月29日（木）・11月5日（木）・
　　　11月12日（木）
時間　午前10時30分～午前11時30分
定員　15人
受講料　600円（全3回）
講師　三沢　礼子
場所　就業改善センター3階体育室

はじめてのエコクラフト講座

　今話題の講座です！クラフトテープ
を使って素敵なバッグを作ってみませ
んか。初めての人にも丁寧に教えます。

期日　11月4日（水）・11月18日（水）・
　　　12月2日（水）
時間　午後1時30分～午後3時30分
定員　10人
受講料　600円（全3回）
講師　木下　佳香
場所　教育委員会1階会議室
材料費　1,000円程度

簡単おいしい漬物講座

　浦本先生オリジナルの簡単でおいし
いみそ漬けや即席漬けをつくってみま
せんか。余った味噌などでつくるアレ
ンジおかずも紹介します。初めての人
や男性も大歓迎！この機会に漬物づく
りを始めてみませんか。

期日　11月4日（水）・11月26日（木）　
時間　午前10時～午後1時
定員　12人
受講料　400円（全2回）
講師　浦本　美佐子
場所　中央公民館調理室
材料費　2,000円程度（ご飯付き）

子育てに活かせる心理学

　テレビなどでも活躍中の心理学博士　
山口まみさんに、イライラした時に使
える感情のコントロール方法など、子
育てに活かせる心理学について聞いて
みませんか。子育て中のお母さん向け
の座談会です。この機会にぜひ参加し
てみませんか。

期日　11月20日（金）
時間　午前10時～午前11時
定員　10人
受講料　200円
講師　山口　まみ
場所　中央公民館大広間
※託児はありませんが、お子さん連れ
でも参加できます。

絵手紙講座

　来年は申（さる）年です。素敵な絵
手紙を描いてみませんか。お世話に
なったあの人へ、心に残る年賀状を贈
るのもいいですね。昨年に引き続き今
年も募集します。

期日　12月1日（火）・12月11日（金）
時間　午後1時30分～午後3時30分
定員　15人
受講料　400円（全2回）
講師　岩本　俊子
場所　教育委員会1階会議室
材料費　100円程度

募集期間　9月17日（木）～9月30日（水）※当日消印有効
申込資格　市内に在住か勤務している人
申込方法　往復ハガキに①「生涯学習講座申込」　②申込講座名　③氏名（ふりがな明記）　④性別　⑤年齢　⑥住
所　⑦電話番号　⑧ FAX 番号　を記載して申込みください。複数の講座申込みも可能ですが、各講座の曜日や時
間を確認して申込みください。

【注意事項】
（1）応募者多数の場合は、抽選で決定します。また、応募者が定員に満たないときは、開講しない場合がありま

すのでご了承ください。
（2）開催場所や日程が都合により変更になる場合があります。
（3）受講の可否は、申込者全員に通知します。
（4）受講をキャンセルする場合は、講座の1回目期日の1週間前までに連絡をお願いします。

申込み・問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒6510　〒869‒0433新小路町95

平成27年度宇土市生涯学習「短期」講座　―受講生募集―
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相談

相
　
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相

談
会

　

県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎
年
10

月
を
「
行
政
書
士
制
度
強
調
月

間
」
と
し
て
行
政
書
士
の
P
R

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
宇
城

支
部
で
も
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
行
政
書
士
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
ま
す
の
で
安
心
し
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
10
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

場
所　

宇
土
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
2
階

（
大
谷
楽
器
前
）

内
容　

各
種
許
認
可
・
登
録
、
法

人
設
立
、
遺
言
・
相
続
関
係
、
内

容
証
明
書
、
契
約
書
作
成
、
土
地

境
界
、
農
地
法
関
係
な
ど

問
合
せ
先　

県
行
政
書
士
宇
城
支

部
・
吉
本
☎
㉒
3
9
1
5

「
法
の
日
」
司
法
書
士
・

土
地
家
屋
調
査
士
　
無
料

相
談

　

10
月
1
日
は
法
の
日
で
す
。
登

記
や
法
律
な
ど
に
関
す
る
無
料
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
は

不
要
で
す
。

日
時　

10
月
3
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

場
所　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ
（
宇

城
市
）

内
容　

登
記
、
相
続
・
贈
与
、
財

産
管
理
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
境
界

ト
ラ
ブ
ル
、
測
量
、
裁
判
な
ど

問
合
せ
先　

熊
本
県
司
法
書
士
会

宇
城
支
部
・
坂
井
☎
㉗
5
4
2
2

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
　
開
設

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
（
相
続
・
遺

言
、
不
動
産
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

人
権
に
関
す
る
事
項
等
）
に
法
務

局
職
員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
事
前
予
約
制
で
す
。

日
時　

10
月
4
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
3
時

場
所　

熊
本
地
方
法
務
局
4
階
会

議
室
（
熊
本
市
中
央
区
）

予
約
・
問
合
せ
先　

熊
本
地
方
法

務
局
総
務
課
☎
0
9
6（
3
6
4
）

2
1
4
6

　　　　　　　　公共工事等入札結果の公表 （単位：円）
入札
月日 件　　　名 予定価格

（税込）
落札金額
（税込） 落札業者 指名

業者数 工　　期

7.21

平成27年度 長浜漁港浚渫覆砂工事 8,940,240 8,661,600 ㈲伸光建設　宇土支店 14 27.7.30～27.9.30
汚水623号城塚枝線工事 6,818,040 6,588,000 ㈱ロッケン 16 27.7.30～27.11.24
汚水622号城塚枝線管渠築造工事 6,276,960 6,102,000 ㈱満本建設 16 27.7.30～27.11.9
下新開・新地線改良工事 1,867,320 1,680,480 ㈲義王産業 13 27.7.30～27.9.30
境目児童公園便所改築工事 12,125,160 12,096,000 ㈲滝口建設 7 27.7.30～27.11.16
宇土小学校プールフェンス忍び返し
設置工事 1,033,560 907,200 ㈲西村建設 6 27.7.23～27.9.3

椿原地区配水管改良工事 4,266,000 4,060,800 ㈲西山水道 11 27.7.30～27.9.30
平成27年度 中央線陸橋補修・補強
設計業務委託 14,878,080 14,040,000 ㈱トーニチコンサルタント　熊本事務所 12 27.7.23～28.2.29

平成27年度 下松山西側線測量設計
業務委託 1,642,680 1,555,200 ㈱アイエムプラン 10 27.7.23～27.9.30

春の平・古場田線測量設計業務委託 1,342,440 1,274,400 新東洋調査設計㈲ 9 27.7.23～27.9.24
平成27年度 宇土市道現場技術業務
委託 2,668,680 2,538,000 ㈱水野建設コンサルタント 9 27.7.23～27.9.24

予定価格（建設工事のみ）や入札の経緯などは、財政課で閲覧することができます。
問合せ先　財政課契約管財係☎㉒1111（内線2232）

家
庭
教
育

　
シ
リ
ー
ズ

子
ど
も
の
起
床
・
就
寝

 

時
間
に
注
意
す
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
寝
る
時
間
が
遅

く
な
り
、
睡
眠
時
間
も
短
く
な
っ

て
い
ま
す
。
深
夜
テ
レ
ビ
や
24
時

間
営
業
の
店
な
ど
が
世
の
中
に
あ

ふ
れ
る
中
、
家
庭
に
お
い
て
も
、

大
人
の
夜
型
の
生
活
に
子
ど
も
を

巻
き
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
早
寝
早
起
き
の
習
慣
を
つ
け
て
、

十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
は
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
生
活
リ

ズ
ム
を
確
立
す
る
た
め
に
大
切
で

す
。
家
庭
で
早
寝
早
起
き
の
ル
ー

ル
を
つ
く
り
、
習
慣
を
つ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
不
規
則
な
生
活
を
お
く
ら
せ
な
い
。》

（
文
部
科
学
省
「
家
庭
教
育
手
帳

小
学
生
（
高
学
年
）
〜
中
学
生

編
」
か
ら
抜
粋
）

問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎
㉒
6
5
1
0

小学生（高学年）
 ～中学生編

71
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相談
10
月
は
行
政
書
士
制
度

広
報
月
間
で
す

　

熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎

年
10
月
を
「
行
政
書
士
制
度
広
報

月
間
」
と
し
て
、
行
政
書
士
の

P
R
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
無
料
相
談
会
と
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
は
、
各
種
許

認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ
と
、
会

社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人
等
の

法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と
、
遺
言・

相
続
に
関
す
る
こ
と
、
会
計
記
帳・

内
容
証
明
書
・
契
約
書
の
作
成
に

関
す
る
こ
と
な
ど
が
対
象
で
す
。

【
電
話
無
料
相
談
】

日
時　

10
月
1
日
（
木
）
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

☎
0
9
6
（
3
8
5
）
7
3
0
1

【
街
頭
無
料
相
談
会
】

日
時　

10
月
21
日
（
水
）・
22
日

（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4

時
30
分

場
所　

鶴
屋
百
貨
店
本
館
8
階

コ
ー
テ
リ
ア
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ブ

テ
ィ
ッ
ク
前
（
熊
本
市
中
央
区
）

【
市
民
公
開
講
座
】

日
時　

10
月
12
日
（
月
）
午
後
1

時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所　

火
の
君
文
化
ホ
ー
ル
（
熊

本
市
南
区
城
南
町
）

内
容　

公
証
人
と
大
田
黒
浩
一
さ

ん
に
よ
る
相
続
遺
言
講
座

問
合
せ
先　

熊
本
県
行
政
書
士
会

☎
0
9
6
（
3
8
5
）
7
3
0
0

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

し
ま
す

日
時　

10
月
10
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
3
時

場
所　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
3
階
研
修
室
（
八
代
市
）

内
容　

金
銭
の
貸
し
借
り
、
多
重

債
務
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
、
賃
貸
借
契
約
の
家
賃
や
敷
金

問
題
、
土
地
の
境
界
や
近
隣
ト
ラ

ブ
ル
、
離
婚
、
慰
謝
料
、
財
産
分

与
、
年
金
分
割
、
子
ど
も
の
養
育

費
や
面
会
に
つ
い
て
、
離
縁
、
子

ど
も
の
認
知
、
家
族
・
親
族
間
の

も
め
ご
と
、
遺
産
相
続
な
ど
で
お

悩
み
の
人
は
調
停
手
続
き
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

そ
の
他　

事
前
予
約
不
要
。
当
日
、

先
着
順
で
受
付
。
電
話
に
よ
る
相

談
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

熊
本
県
調
停
協
会
連

合
会
☎
0
9
6
（
3
5
5
）
6
1

2
1
（
内
線
2
5
0
）

【事例】
◎10年以上前に購入した扇風機を深夜に使用した。
1時間後、たまたま目が覚めて扇風機を見たら、
モーター部分から火を噴いていた。
 （60歳代　男性）
◎30年前に購入したルームエアコンを送風機能で
使ったら、送風口から黒煙が出た。その後、エア
コンの下部から火が出たので水をかけて消した。
 （70歳代　女性）

【ひとこと助言】
☆家電製品等は長期間の使用や保有による経年劣化
で、発煙や発火などの危険な状態が起きることが
あります。不具合が発生したら、使用をやめてコ
ンセントから電源プラグを抜き、販売店やメー
カーに相談しましょう。
☆困った時は消費生活センター等にご相談ください。

 独立行政法人国民生活センター　
 見守り新鮮情報　第226号より 　
問合せ先　消費生活センター☎㉒1111（内線2323）

長期間使用している
家電の発火に注意！

無料相談秘密は厳守します
身 近 な 行 政 相 談

日時　10月14日（水）午前10時～午後3時
　　　※9月23日（水）は祝日のため休み。
場所　福祉センター2階役員室
相談員　行政相談委員
相談内容　国の行政機関等に対する意見、苦情など
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）
 

人 権 相 談
日時　9月24日（木）午後1時～午後4時
場所　福祉センター2階会議室
相談員　人権擁護委員
相談内容　人権問題、家庭問題など
　　　　　※上記以外にも月～金曜日（祝日を除く）、

法務局職員が相談に応じています。
問合せ先　法務局宇土支局☎㉒0320
　　　　　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）
 

司法書士無料相談
日時　9月24日（木）午後1時～午後4時
　　　（受付時間は午後3時30分まで）
　　　※電話相談はできません。
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
その他　午後1時から30分単位での電話予約となります。
　　　　受付順6人までとします。
問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111（内線2326）
 

市消費生活センター
日時　月・火・水・金曜日（祝日の場合は休み）
　　　午前10時～午後4時
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
相談方法　来庁、または電話相談も可。
問合せ先　消費生活センター☎㉒1111（内線2323）

消費生活センターだより
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市民のひろば
う
た
芝
居
「
な
い
た
あ
か

お
に
」

N
P
O
法
人
宇
土
の
文
化
を
考

え
る
市
民
の
会
プ
レ
ゼ
ン
ツ
事
業
。

　

真
の
友
情
を
描
い
た
感
動
的
な

童
話
「
な
い
た
あ
か
お
に
」（
濱

田
公
介
原
作
）
を
、
劇
団
「
山
の

音
楽
舎
」
が
お
も
し
ろ
い
言
葉
や

リ
ズ
ム
、
心
地
よ
い
音
で
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
作
品
に

仕
上
げ
ま
し
た
。
生
の
舞
台
を
間

近
で
鑑
賞
し
、
心
ゆ
た
か
に
な
る

ひ
と
時
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

3
歳
以
上
（
0
〜
2
歳
は

託
児
あ
り
。
事
前
申
込
み
必
要
）

日
時　

11
月
7
日
（
土
）
午
後
2

時
、
開
場
：
午
後
1
時
30
分

場
所　

市
民
会
館
2
階
大
会
議
室

料
金　

大
人
1
3
0
0
円
（
1
5

0
0
円
）、
子
ど
も
1
0
0
0
円

（
1
2
0
0
円
）、
大
人
と
子
ど
も

ペ
ア
2
0
0
0
円（
2
4
0
0
円
）

※
（　

）
は
当
日
料
金

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

市
民
会
館
、
カ

メ
ヤ
、
宇
土
シ
テ
ィ
、
市
役
所
売

店
、
宇
土
マ
リ
ー
ナ

主
催　

N
P
O
法
人
宇
土
の
文

化
を
考
え
る
市
民
の
会

後
援　

宇
土
市
、
宇
土
市
教
育
委

員
会

問
合
せ
先　

市
民
会
館
☎
㉒
0
1

8
8

交
通
安
全
タ
ッ
チ
運
動
を

実
施

　

7
月
28
日
、
市
民
会
館
前
で
、

宇
土
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
園
田

茂
会
長
）
約
40
人
が
参
加
し
、
交

通
安
全
タ
ッ
チ
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
ら
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
飲
酒
運
転
の
根
絶
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な
ど
の
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
交

通
安
全
の
啓
発
用
品
を
配
布
し
ま

し
た
。

わ
た
し
の
詩
が
歌
に
な
っ

た
よ
V
O
L
.
6

〜
亀
さ
ん
の
お
く
り
も
の
コ
ン

サ
ー
ト
〜
「
♪
ザ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

笑
（
シ
ョ
ー
）
！
」

日
時　

10
月
25
日
（
日
）
表
彰
式

午
後
2
時
・
開
演
午
後
2
時
15
分

（
午
後
1
時
ロ
ビ
ー
開
場
）

場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

料
金　

入
場
無
料

　

市
内
の
小
中
学
生
約
3
5
0
0

人
が
書
い
た
詩
の
中
か
ら
最
優
秀

賞
3
作
品
に
プ
ロ
の
作
曲
家
が
曲

を
つ
け
る
「
わ
た
し
の
詩
が
歌
に

な
っ
た
よ
」。
作
曲
・
歌
は
味
の

素
の
C
M
に
も
出
演
し
て
い
る

亀
山
法
男
＆
勝
子
（
熊
本
出
身
・

二
期
会
会
員
）
夫
妻
。「
ザ
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
笑
！
」
は
ベ
テ
ラ
ン
二

人
の
楽
し
い
ト
ー
ク
や
童
謡
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
発

表
な
ど
約
90
分
の
公
演
で
す
。

　

今
年
の
詩
の
テ
ー
マ
は
「
言

葉
」。
好
き
な
言
葉
、
も
ら
っ
て

嬉
し
か
っ
た
言
葉
、
私
に
と
っ
て

の
魔
法
の
言
葉
な
ど
を
自
由
に
書

い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
各

学
校
各
学
年
か
ら
選
ば
れ
た
54
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
瑞
々
し
い
感
性
あ
ふ
れ
る
作
品

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
民
会
館
☎
㉒
0
1

8
8

演
出
：
坂
東
玉
三
郎
　
鼓
童

ワ
ン
ア
ー
ス
ツ
ア
ー
2
0
1

5
「
永
遠
」
宇
土
公
演

　
太
鼓
音
楽
に
い
ざ
な
わ
れ
、
垣

間
み
る
「
永
遠
」。

　

芸
術
監
督
・
坂
東
玉
三
郎
演
出

に
よ
る
鼓
童
の
最
新
作
は
、「
永

遠
」
を
テ
ー
マ
に
、
情
感
あ
ふ
れ

る
舞
台
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
「
夜
明
け
・
光
・
雨
・
風
・
雲
・

波
・
夕
暮
れ
・
星
空
」
50
種
を
超

え
る
世
界
各
国
の
楽
器
の
響
き
が

溶
け
あ
い
、
色
鮮
や
か
に
「
永

遠
」
の
世
界
を
描
き
ま
す
。

　

そ
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
劇

場
を
覆
い
尽
く
す
怒
濤
の
連
打
、

鼓
童
な
ら
で
は
の
魂
ゆ
さ
ぶ
る
太

鼓
を
お
見
逃
し
な
く
。
県
内
で
は

宇
土
市
だ
け
の
開
催
で
す
。
博
多

座
で
1
万
円
以
上
の
公
演
を
、
3

5
0
0
円
で
お
届
け
し
ま
す
。
人

間
国
宝
坂
東
玉
三
郎
演
出
の
美
し

い
世
界
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

日
時　

10
月
17
日
（
土
）
午
後
6

時
開
場
、
午
後
6
時
30
分
開
演

チ
ケ
ッ
ト　

指
定
5
0
0
0
円

（
市
民
会
館
で
の
み
取
り
扱
い
）、

自
由
席
一
般
3
5
0
0
円
（
当
日

4
0
0
0
円
）、
自
由
席
学
生

1
5
0
0
円（
当
日
2
0
0
0
円
）

問
合
せ
先　

市
民
会
館
☎
㉒
0
1

8
8

第
5
回
温
亭
顕
彰
俳
句
大

会
を
開
催

　

7
月
26
日
、
第
5
回
温
亭
顕
彰

俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
郷
土
の
俳
人
・
篠
原
温

亭
を
偲
ん
で
、
伝
統
あ
る
俳
句
文

化
を
後
世
に
引
き
継
ご
う
と
市
俳

句
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
主
な
入
賞
作
品
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

篠
原
温
亭
特
別
賞　

野
田
満
子

後
の
世
に
繋
ぐ
語
り
部
温
亭
忌

宇
土
市
長
賞　

川
上
世
津
子

歳
時
記
に
温
亭
の
名
や
雲
の
峰

宇
土
市
教
育
長
賞　

桂
瑞
枝

棄
て
ら
れ
ぬ
も
の
の
狭
間
に
大
昼
寝

熊
本
県
俳
句
協
会
賞　

小
田
八
重

仕
舞
屋
の
古
き
軒
先
つ
ば
め
来
る

宇
土
市
文
化
協
会
賞　

中
石
末
子

食
卓
に
ダ
リ
ア
一
輪
温
亭
忌

熊
本
日
日
新
聞
社
賞　
石
井
マ
ス
ミ

江
津
湖
畔
白
紫
陽
花
に
水
の
こ
ゑ

人
吉
温
泉
あ
ゆ
の
里
賞　

船
田
た

み
子

走
り
書
き
妣
の
レ
シ
ピ
の
鮎
料
理

交通安全タッチ運動の様子
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市民のひろば
　

7
月
19
日
、
三
角
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
（
宇
城
市
）
で
「
み
な

と
祭
り
協
賛
少
年
剣
道
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
宇
土
剣
道
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
が
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

2
位　

宇
土
剣
道
ク
ラ
ブ

井
本
恵
斗
（
宇
土
小
）、
椋
梨
安

菜
（
宇
土
東
小
）、
杉
田
和
（
宇

土
小
）、
宇
都
宮
天
徳
（
走
潟
小
）、

上
田
晴
大
（
川
尻
小
）

老
人
セ
ン
タ
ー
夏
祭
り
を

開
催
し
ま
し
た

　

8
月
5
日
、
老
人
セ
ン
タ
ー
夏

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
盆
踊

り
や
ア
メ
つ
か
み
取
り
な
ど
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

善
　
意

　

次
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。 

（
敬
称
略
）

市
役
所
へ

▽
八
日
会
（
代
表
塚
﨑
征
治
）

　

金
一
封

緑
川
小
学
校
・
住
吉
中
学
校
へ

▽
㈱
キ
タ
グ
チ（
緑
川
工
業
団
地
内
）

　

代
表
取
締
役
社
長　

北
口
誠

　

そ
れ
ぞ
れ
金
一
封

▲

8
月
21
日
、
同
社
の
北
口
代
表
取

締
役
社
長
が
緑
川
小
学
校
（
写
真

右
）・
住
吉
中
学
校
（
写
真
左
）
を

訪
れ
、
図
書
購
入
費
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
に
貢

献
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
、
と
今
年

で
9
年
目
の
寄
附
と
な
り
ま
す
。
両

校
長
は
、「
生
徒
た
ち
も
、
新
し
い

本
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
で
、
寄

附
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

住吉中学校（上田英二校長）へ 緑川小学校（坂本ひふみ校長）へ

みんなで楽しく魚釣り♪

宇土剣道クラブの皆さん

ありがとうございます

剣
道
で
大
活
躍
！

秋
の
例
大
祭
で
伝
統
行
事
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

☆
神
幸
行
列

西
岡
神
宮
（
午
前
9
時
発
）
↓
新
町
↓
船
場
↓
本
町
通
り
↓
城
之
浦
↓

宇
土
駅
折
り
返
し
↓
本
町
通
り
↓
市
民
会
館
（
午
前
11
時
30
分
）

☆
牡
丹
花
車

桑
田
商
店
（
午
前
9
時
発
）
↓
本
町
通
り
↓
市
民
会
館
前
↓
本
町
通
り

↓
船
場
橋
↓
新
町
通
り
↓
横
山
商
店
前
（
午
後
1
時
30
分
着
）

☆
御
獅
子
の
舞
方

尾
崎
医
院
駐
車
場
（
午
前
8
時
）
↓
市
役
所
前
（
午
前
9
時
20
分
）
↓

市
民
会
館
裏
（
御
旅
所
：
午
前
11
時
30
分
）
↓
船
場
橋
石
橋
横
（
午
後

0
時
30
分
）
↓
西
岡
神
宮
（
午
後
2
時
30
分
）

※
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
10
月
19
日
の
祭
り
当
日
、
本
町
1
丁
目
内
で
太
鼓
と
銅ど

鑼ら

で
時
間
を

知
ら
せ
る
起お

き

太だ
い
こ鼓
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。
時
間
は
午
前
1
時
、
3

時
、
5
時
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
伝
統
文
化
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
牡
丹
花
車
引
き
　
参
加
者
募
集

日
時　

10
月
19
日
（
月
）
午
前
9
時
出
発
〜
正
午

集
合
場
所　

桑
田
商
店
前
（
本
町
1
丁
目
）

対
象
者　

小
学
生
以
下
の
女
子

申
込
方
法　

参
加
希
望
者
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
照
古
苑
（
中
田

☎
㉒
4
1
0
0
）
に
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
名
、
学
年
・
組
・
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
保
護
者
名
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
10
日
（
土
）

当
日
の
準
備　

参
加
す
る
女
子
に
は
、
着
物
を
着
せ
、
保
護
者
の
同
伴

と
昼
食
の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。 期

日
　
10
月
19
日
（
月
）
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市民のひろば
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
出
場

　

10
月
17
日
〜
20
日
に
山
口
県
で

開
催
さ
れ
る
「
第
28
回
全
国
健
康

福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会
（
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

２
０
１
５
）」
に
出
場
す
る
市
関

係
者
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

沼
田
義
雄
（
種
目
：
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
）

野
口
孝
一
（
種
目
：
ボ
ウ
リ
ン

グ
）

レ
ス
リ
ン
グ
全
国
大
会
で

優
勝
！

　

7
月
24
日
〜
26
日
、
東
京
都
で

「
第
32
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

浅
野
寛
斗
く
ん
（
花
園
小
）
が
小

学
6
年
生
男
子
55
キ
ロ
級
で
見
事

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

経
験
者
の
お
父
さ
ん
の
影
響
で

4
歳
か
ら
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
た

浅
野
く
ん
は
、
小
学
1
年
生
の
と

き
全
国
制
覇
し
て
い
て
、
5
年
ぶ

り
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
返
り
咲
き

ま
し
た
。「
将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
い
」
と
抱
負
を
話

し
、
現
在
も
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん

で
い
ま
す
。

正
代
関
を

応
援
し
ま
し
ょ
う
！

　

9
月
13
日
か
ら
始
ま
っ
た
大
相

撲
秋
場
所
。
正
代
関
（
時
津
風
部

屋
、
神
馬
町
出
身
）
が
新
十
両
と

し
て
、
出
場
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

輝
い
て
る
ね

宇土高校は今
シリーズ 118

宇土高校は

熊本県立宇土高等学校
〒869－0454　宇土市古城町63
☎㉒0043　FAX ㉒4753
ＨＰ　http://www.higo.ed.jp/sh/utohs
mail　uto-h@pref.kumamoto.lg.jp

　宇土高校主催の地域の小学校との連携
ボランティア事業「学びの部屋」も今年
で13年目。宇土小・宇土東小・宇土高校
の3会場で8月3日から3日間開催し、宇土
高校1・2年生希望者184人が参加しました。
今年は、宇土小5・6年生102人が参加し、
理科の体験学習（生物・物理・地学・化
学）を行いました。
＜参加生徒の感想＞

○漢字を教える時は、あいまいなところがあり辞書に頼りっぱ
なしだった。説明の時の、わかりやすい「言葉の使い方」がと
ても難しかった。（2年　根本）
○理科の実験では、小学生5、6人に実験のやり方を教え、上手
に実験を進めさせることが難しかった。それでも、「楽しかっ
た」と言ってくれたり、興味津々に実験をしてくれたので、本
当に嬉しかった。（2年　寺田）
○小学生はとても元気があり大変な面もあったが、それ以上に
教えている自分が元気をもらうことができた。将来の職業で教
師と他の職業で悩んでいたが、今回の体験を通して、教師を目
指そうと思った。（1年　山本）

▽
神　

馬　

町　

堀
川　

幸
彦

　

亡　

父　

壽　

男
（
八
五
）

▽
石　

橋　

町　

村
田　

光
義

　

亡　

妻　

イ　

ネ
（
八
四
）

▽
走　

潟　

町　

芥
川
英
里
佳　

　

亡　

父　

義　

清
（
五
六
）

▽
松　

山　

町　

平
川　

富
江

　

亡　

夫　

浩
四
郎
（
七
五
）

▽
神　

馬　

町　

古
山　
　

正　

　

亡　

父　

政　

雄
（
九
五
）

▽
下
網
田
町　

堀
川　

弘
子

　

亡　

母　

中
野
マ
サ（
九
五
）

▽
高　

柳　

町　

脇
田　

浩
一

　

亡　

妻　

ユ
カ
リ
（
四
九
）

▽
松　

山　

町　

内
田　

敬
子

　

亡　

夫　

純　

一
（
六
五
）

▽
長　

浜　

町　

田
中　

成
治

　

亡　

母　

ハ
ル
エ
（
九
三
）

▽
伊
無
田
町　

前
田　

道
子

　

亡　

夫　

昭　

男
（
八
三
）

▽
網　

津　

町　

本
道　

紘
一

　

亡　

母　

正　

茂
（
九
八
）

▽
門　

内　

町　

赤
澤　

憲
治

　

亡　

母　

タ
ミ
子
（
八
三
）

▽
花　

園　

町　

山
村　

健
一

　

亡　

妻　

ス
エ
子
（
七
三
）

▽
城　

塚　

町　

松
川　

勝
也

　

亡　

父　

友　

一
（
八
四
）

　

市
社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、
確

定
申
告
等
に
よ
っ
て
、
所
得
税

法
（
第
78
条
）
と
地
方
税
法
（
第

37
条
）
の
「
寄
附
金
控
除
」
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
8

月
15
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
。

香

典

返

し

　

市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し

と
し
て
、
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。（
敬
省
略
）

浅野寛斗くん

平成27年度　宇土中・宇土高文化祭
期日　9月18日（金）・19日（土）
テーマ「 花鳥風月 ～知の極致、芸の極み～ 」
一般公開　18日（金）午後1時30分～　19日（土）午前10時～
☆中高合同の文化祭です。ぜひお越しください。

８月７日、元松市長に新十両への昇進を報告
した正代関
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日時　毎週水曜日午後4時～・土曜日午後2時～（約30分）
場所　市立図書館1階　児童図書室 

日時　毎月第2・第4火曜日　午前10時30分～（約20分）
場所　市立図書館1階　児童図書室
☆赤ちゃんへは言葉かけが大切です。たのしい絵本をいっ
しょにお楽しみください。

　夏休みに図書館の仕事を体験し
てもらう「一日図書館司書ボラン
ティア」を実施し、今年は小中学
生12人が参加しました。カウン
ターの仕事に最初は緊張していた
子どもたちも、だんだん慣れてき
て、生き生きと働いてくれました。
　子どもたちからは「楽しかった」
「来年もやりたい」などの感想がありました。参加してくれた
皆さん、ありがとうございました。

　読書環境整備の一環として、市内7地区公民館と椿原・網
引公民館にも市立図書館の本を置いています。各公民館に貸
し出しノートがあり、返却は市立図書館でもできます。会合
などで公民館に行ったときは、ぜひご利用ください。

9月のつどいの広場は、

“母乳育児のつづけかた”です。

　母乳の不思議をみんなで聞いてみませんか？
　事前申込みの必要はありませんので、お気
軽に参加してください。
✿日　時　9月30日（水）
　　　　　午前9時45分開場
　　　　　午前10時開始
　　　　　午前11時終了予定
✿場　所　児童センター3階　音楽室
✿講　師　たけ母乳育児相談室
　　　　　　助産師　武田　真紀　先生
✿演　題　「母乳育児のつづけかた」
✿参加費　無料
※駐車場は市役所裏駐車場をご利用ください。
問合せ先　子育て支援課子育て支援係
　　　　　☎㉒1111（内線2813）
　　　　　つどいの広場☎㉒2408

子育て中のお母さんあつまれー！
つどいの広場
子育て講座

一　般　書

連鶴 梶　よう子 著

ベトナムの桜 平岩　弓枝 著

富士山噴火 高嶋　哲夫 著

どうする？親の家の空き家問題 大久保　恭子 著

追いつめる親　「あなたのため」
は呪いの言葉 おおた　としまさ 著

児　童　書

おばけもこわがるおばけ 内田　麟太郎 文

せんそうしない 谷川　俊太郎 文

月夜に見参！ 斉藤　洋 作

生き物のふえかた大研究 長谷川　眞理子 監修

びっくりおおかみ 佐々木　マキ 作・絵

中高生向け（ヤングアダルトコーナー）
2階一般室に設けています

トンネルの森1945 角野　栄子 著

赤の他人だったら、どんなによかったか。吉野　万理子 著

しばしとどめん北斎羽衣 花形　みつる 著

児童センター
　わんぱく広場「白川わくわくランド」参加者募集！
　　～河川敷でストーンペインティングに挑戦～
期　日　10月25日（日）
行き先　白川わくわくランド（白川地域防災センター・熊本市）
対象者・募集人数　小学生・16人
集合解散場所・時間　市内の小学生の皆さんに気軽に参加してもらえるよ
うに、バスが網田・網津・緑川方面を経由します。

場　　所 出発時間 解散時間（予定）

JA 熊本うき網田出張所 午前9時 午後3時20分

JA 熊本うき旧網津支所 午前9時15分 午後3時15分

JA 熊本うき旧緑川支所 午前9時20分 午後3時10分

児童センター 午前9時30分 午後3時

参加料　無料
持ってくるもの　弁当・水筒・帽子・タオル・敷き物・お菓子（適量）
交通手段　市のマイクロバス
申込方法　児童センター窓口・FAX・メールで申込みください。FAX・メー
ルの場合は「白川わくわくランド」と記入し、住所・氏名・性別・学校
名・学年・保護者氏名・携帯電話番号・自宅電話番号を明記してくださ
い。※申込み多数の場合は抽選。

申込期間　10月4日（日）～10月14日（水）
申込み・問合せ先　児童センター☎・FAX ㉓3303
　　　　　　　　　メール：jidou01@city.uto.lg.jp

図書館 これ以外にもたくさんの新刊が入っています。
図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

休 館 日　毎週木曜日、祝日、年末年始、特別整理期間
問合せ先　市立図書館☎㉒4512　ホームページ http://www.uto-lib.jp/

一日図書館司書ボランティア　レポート！

らっこのじかん　－0・１・2歳児のおはなし会－

えほんのじかん　－幼児・小学生のおはなし会－

いつでも、どこでも、誰でも本の利用ができるように…

【カウンターでの仕事の様子】
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保健センターだより

『健康寿命』

1　生活習慣を無理に変えない
　長年の生活習慣を急に変えることは難しく、運動習
慣を継続できない大きな原因となります。
　無理に生活習慣を変えずに、いかに運動を取り込む
かが継続のポイントです。例えば、イスに座ったまま
できる運動を中心に行うなど、できるだけ自然に取り
入れていくことを心掛けましょう。

2　きつい運動をまとめてしない
　きつい運動を急に行って、翌日、からだがだるく
なったという経験はありませんか？これは、からだが
本能的にエネルギー節約モードに入るためです。きつ
い運動をがんばったとしても、継続的に行えなくては
意味がありません。適切な運動量で毎日続けていくこ
とが大切なのです。

3　ポジティブな思考を持つ
　例えば、電車に乗った時、空席がなかった場合に
「残念、座れなかった」と思うのではなく、「立ってい
ることで、運動をする機会ができた」と考えるように

してはいかがでしょう。今までと
少し考え方を変えてみるだけで、
積極的に運動しようという意識を
高めていくことができます。

4　ストレスをかけない　
　運動は、本来ストレスを緩和させるものですが、
「今日も運動をしなくてはならない」という義務感を
もってしまうと、逆にストレスになり、長続きできな
い要因になります。はじめから負担を感じるような運
動メニューやノルマを課したりせず、思い立ったとき
に、「いつでも・どこでも・すぐできる」ながら運動
を行うことが継続のカギです。

5　運動仲間を増やす　
　運動を一人で黙々と行うより、「散歩に行こう」
「いっしょに庭仕事をしよう」などと家族や仲間を
誘って、楽しみながらからだを動かすことがポイント
です。運動を通じて、家族や仲間とのつながりを広げ
ていくことで、運動習慣を継続するための、よりよい
環境が整います。

　毎日、元気にからだを動かすことは、生活習慣病やロコモ（骨や関節の病気、筋
力やバランス能力の低下が原因で、転倒や骨折をしやすくなり、自立した生活がで
きなくなる危険性が高い状態のこと）、うつ、認知症などのリスクを下げ、健康寿
命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間のこと）をのば
すことにつながります。
　いつまでも、すこやかに暮らしていくために、日々の生活習慣を見直して、自分
に合った方法で運動を取り入れていきましょう。

～運動を継続させる5つのコツ～

　市では、65歳以上の人を対象に結核検診車による各地区巡回の胸部レントゲン撮影を実施しますので、配布
している受診券を持参し受診してください。
対 象 者　65歳（昭和26年4月1日以前出生者）以上の市民（ただし、肺がん検診等の受診者を除く）
料　　金　無料
注意事項　正確な判断のため次のことにご注意ください。
※下着は一枚のみとし、なるべく薄い物で、ボタンやホックなどが付いていない物、布地はなるべく木綿で、
刺しゅう、プリント等のない無地の物を着用してください。

期日・会場・時間　受診予定者数で地区を振り分けていますが、都合のよい日時、場所においでください。

問合せ先　健康づくり課健診推進係（保健センター）☎㉒2300

結核検診を実施します

期　日 時　間 場　所

9月28日（月）
 9:00～11:00

保健センター
13:30～15:30

9月29日（火）
 9:00～11:00

保健センター
13:30～15:30

9月30日（水）

10:00～11:00 走潟公民館前

13:30～14:30 粟嶋神社北参道駐車場

15:00～16:00 緑川公民館前

10月1日（木）
 9:30～11:00 花園公民館前

13:30～15:00 市スポーツセンター（花園町）

10月2日（金）  9:00～ 9:30 元レストラン大海前

期　日 時　間 場　所

10月2日（金）

10:00～11:30 網田支所前

13:30～14:30 旧網田漁協前（戸口町）

15:00～16:00 長浜福祉館

10月5日（月）

 9:00～10:30 網津多目的研修会施設

11:00～11:30 網引公民館前

13:30～14:30 本田実業横（パチンコ大和横）

10月6日（火）
10:00～11:30 上松山コミュニティセンター

13:30～15:00 轟公民館前

10月7日（水）
 9:00～11:00

保健センター
13:30～15:30
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宇土市食生活改善推進員協議会

No.52

■ ■ なすとかぼちゃのサラダ ■ ■
～電子レンジで蒸したなすとかぼちゃに
トマトと玉ねぎのさっぱりしたドレッシングのサラダです～

1人あたり：81kcal、たんぱく質1.3g、脂質4.2g、食塩0.5g

材
料
（
2
人
分
）

作
り
方

①なすは皮をむきラップで包
み、電子レンジで3～4分加
熱し、輪切りにする。かぼ
ちゃは食べやすい大きさに
切り、電子レンジでやわら
かくなるまで加熱する。
②トマトは湯むきをし、横に
包丁を入れ、中の種を取り
除き角切りにする。
③ボウルに②のトマトを入れ、
すりおろした玉ねぎ、調味
料を混ぜ、①のなすとかぼ
ちゃを並べてかける。

なす………………… 1本

かぼちゃ……………40ｇ

トマト…………… 1/2個

玉ねぎ………………40ｇ

　酢…………… 小さじ2

　オリーブ油… 小さじ2

　塩こしょう………少々

　8月25日に強い勢力で熊本に上陸した台風15号は、九
州を中心に各地に猛烈な風と雨による被害をもたらしま
した。市でも、家屋等の破損をはじめ長期間に及ぶ停
電・断水などにより、市民生活へ大きな影響があったほ
か、野菜などの農作物はもとより農業施設に深刻な被害
が発生しました。被害を受けられた方々に心からお見舞
い申し上げます。また、この台風の影響で地蔵まつり2
日目午後以降のイベントを残念ながら全て中止としまし
た。
　9月は本格的な台風シーズンです。防災体制の強化を
図るとともに、人命を第一に、減災の意識を高め、災害
時の被害を最小限に止めることが重要です。そのために
は、日ごろからの備えが重要になります。皆さんには、
今一度、災害時の避難場所の確認や緊急時の持出品の準
備など、常日ごろからの備えをよろしくお願いします。
　さて、日本には、お客さまや大切な人を尊重した気遣
いや心配りを意味する「おもてなし」という独自の文化
があります。そんな「おもてなし」の素晴らしさを感じ
る出来事がありましたので、今回紹介させていただきま
す。
　先月、神奈川県在住の女性の方から電話が入りました。

私はあいにく公務中で、電話に出ることができませんで
したが、次のようなメッセージをいただきました。「所
要のため、宇土市に一月ほど滞在したのですが、滞在先
の旅館の対応をはじめ至る所で、宇土市民の優しさを感
じました。来年もぜひ、宇土市にお邪魔させてください。
宇土市が大好きになりました」
　このメッセージを見たとき、自然と頬が緩み喜びが込
み上げてきました。
　地域活性化には、宇土市を好きになって何度も来てい
ただく、リピーターの存在は不可欠です。さまざまなイ
ベント等を招致することで、多くの人を呼び込むことは
できます。しかし、イベント等の魅力だけでは、リピー
ターの獲得にはつながりません。大事なのは、イベント
等に来ていただいた人が、地元の人との出会いや交流に
よって“また、宇土市に行きたい、また、あの人に会い
たい”と感じてもらうことです。そのためには、「おも
てなしの心」で来訪者を温かく迎え入れ、心地よく過ご
してもらうことが大切だと感じます。
　私は、「おもてなし」の原点は郷土を愛する心ではな
いかと思っています。郷土を愛するからこそ、来た人を
温かく迎え、地域の良さを伝えたい気持ちが生まれるの
だと思います。
　今回の出来事では、多くの市民の皆さんが「おもてな
しの心」で接しておられることを知り、とても誇らしく
感じました。
　これからも市民の皆さん一人ひとりが、地域の自然・
歴史・伝統文化などに関心を持ち、郷土宇土市を愛する
心を深めていただければ、うれしい限りです。
　「おもてなしの心」で多くの来訪者を迎え入れ、宇土
市の魅力を伝えていきましょう。

市長室から

元
げん

樹
き

だより

vol.19

「おもてなしの心」

　保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を
行っています。赤ちゃんから高齢者まで、誰でも
利用できます。お気軽にご利用ください。
受付時間　午前9時～午前11時
　※事前に電話での予約が必要です。（☎㉒2300）
内　　容　身体測定・体脂肪測定・食事相談など

　妊娠がわかったら、母子手帳の交付を早めに受
けましょう。
対 象 者　市内に住民票がある妊婦
交 付 日　毎週火曜日（祝日の場合はその週の月

曜日、または水曜日）
　　　　　9月15日（火）、9月29日（火）、10月6日

（火）、10月13日（火）、10月20日（火）、
10月27日（火）

交付時間　午前10時～午前11時（受付時間は午前
10時～午前10時15分）

内　　容　母子手帳・妊婦健診受診票の交付、妊
娠中の生活について保健師・管理栄養
士からの説明

　※事前に電話での予約が必要です。（☎㉒2300）

母子手帳交付

健康相談
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●乳幼児健診・教室のお知らせ

月日 内容 受付時間 対象者 場所

9/16
（水） 幼児歯科教室 午前9時～

 9時15分
26年5月
生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

9/24
（木） 3歳児健診 午後1時～

 1時15分
24年8月
生まれ

10/1
（木） 1歳6カ月児健診 午後1時～

 1時15分
26年3月
生まれ

10/8
（木） 2歳児歯科健診 午前9時～

 9時15分
25年9月
生まれ

10/13
（火） 6カ月児健診 午後1時～

 1時15分
27年3月
生まれ

10/21
（水） 幼児歯科教室 午前9時～

 9時15分
26年6月
生まれ

10/22
（木） 3歳児健診 午後1時～

 1時15分
24年9月
生まれ

10/26
（月） 3カ月児健診 午前9時15分～

 9時30分
27年6月
生まれ

※1歳6カ月児健診・3歳児健診・幼児歯科教室・2歳児歯科健診
の対象者には通知をお送りします。
　転入等で通知がお手元に届かない場合は保健センターに問い
合せください。

●日曜・祝日当番医（診療時間：午前9時～午後5時）

月日 病院・医院名 診療科 電話

9/20
（日）

福田医院（本町3丁目） 内・小 ☎㉒0002

草場医院（松原町） 耳 ☎㉓5851

9/21
（月・祝）

みどりかわクリニック（野鶴町） 内・小 ☎㉒1171

田山産科婦人科医院（入地町） 産・婦 ☎㉒5522

9/22
（火・祝）

吉窪内科放射線科医院（入地町） 内 ☎㉒3203

もろが整形外科医院（旭町） 整 ☎㉓2341

9/23
（水・祝）

宇土中央クリニック（浦田町） 内 ☎㉒1600

くまもと心療病院（松山町） 精・神 ☎㉒1081

9/27
（日）

近藤クリニック（松山町） 内・消・外 ☎㉓5558

高浜眼科医院（城之浦町） 眼 ☎㉒0108

10/4
（日）

みどりかわクリニック（野鶴町） 内・小 ☎㉒1171

幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町）耳・ア・小 ☎㉔1187

10/11
（日）

七川医院（浦田町） 外・消 ☎㉒0555

吉野整形外科（高柳町） 整 ☎㉒6000

10/12
（月・祝）

松田内科循環器科クリニック（三拾町） 内・循 ☎㉓6555

上野小児科医院（城之浦町） 小 ☎㉒0324

10/18
（日）

尾崎医院（本町1丁目） 内 ☎㉒0241

やまもと泌尿器科クリニック（南段原町） 泌・性 ☎581411

10/25
（日）

本多胃腸科内科医院（浦田町） 内・リウ・泌 ☎㉒3692

むらかみ眼科クリニック（南段原町） 眼 ☎㉒6600

※当番医は変更になる場合があります。
　熊本県総合医療情報システム「くまもと医療ナビ」のホーム
ページか、宇城広域連合消防本部（☎㉒0554）でご確認くだ
さい。
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記事に関する問い合せは、保健センター☎㉒2300まで。

市 の う ご き
平成27年9月1日現在

人口 37,838 人 （＋ 8人）

18,152 人 （－ 6人）

19,686 人 （＋ 14人）

14,764 世帯（＋21世帯）
（　）内は前月比

市の交通事故発生件数
平成
27年 1月1日から平成

27年 8月31日まで

発生件数 76 件 （－ 30件）

死 者 数 1 人 （± 0人）

負傷者数 123 人 （－ 29人）

（　）内は前年比

反射材 みんなに見えてる その命

東日本大震災義援金の受付は
平成28年3月末まで延長します

　市役所および福祉センターに募金箱を設置するほか、市民専用振込
口座を開設しています。引き続き、皆さんからの温かいご支援をお願
いします。
　8月末までに宇土市に寄せられた義援金は

1213万7862円
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）



問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111（内線2326）

　掲載希望の人（3歳まで）は誕生月の前月
5日（5日が休日の場合は前日）までに、まち
づくり推進課情報支援係に申込んでくださ
い。応募多数の場合は、抽選になります（過
去に掲載されていない人を優先します）。

問合せ先　まちづくり推進課情報支援係
　　　　　☎㉒1111（内線 2206）
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